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　７月18日、成稔幼稚園の園児ら105人と鳴門西小学
校１・２年生の児童118人が、小鳴門大橋南側の入り
江で海の生き物と触れ合いました。
　園児と児童らは潮が引いた入り江で石をひっくり
返し、カニなどを見つけるたびに、「おったー!」「つか
まえたー!」と大きな歓声を上げていました。
　また、前日の17日には同小学校６年生児童らによ
り、行事に参加する園児と児童らが安全に海辺あそび
を楽しめるよう、入り江の清掃活動が行われました。

海の生き物とったぞー!
夏の海辺あそび

鳴
門
携
帯
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
：
災
害
情
報
や

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 8
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24時間、 365日、
　　　市民の安心と安全を守ります。
24時間、 365日、
　　　市民の安心と安全を守ります。

　
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
消
防
防
災
拠
点
の
充
実
を
図

る
た
め
、
新
消
防
本
部
庁
舎
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
新
し
く
導
入
し
た
消
防
緊
急
通
信
指
令

施
設
な
ど
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

■問い合わせ先
　市消防本部　☎６８４・１３３２

新消防本部庁舎特集

　
新
た
に
整
備
さ
れ
た
消
防
本
部
庁

舎
は
、
旧
庁
舎
南
側
に
建
設
さ
れ
、

消
防
署
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、

市
災
害
対
策
本
部
や
、
消
防
本
部
が

開
催
す
る
各
種
講
習
会
の
会
場
な
ど

に
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年

１
月
末
に
は
消
防
本
部
庁
舎
北
側
に

消
防
車
両
な
ど
を
格
納
す
る
車
庫
棟

も
完
成
す
る
予
定
で
す
。

  

市
災
害
対
策
本
部
機
能

　
従
来
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
に
開

設
し
て
い
た
市
災
害
対
策
本
部
を
、

本
庁
舎
の
老
朽
化
お
よ
び
浸
水
対
策

と
し
て
、
消
防
本
部
庁
舎
３
階
会
議

室
で
開
設
し
ま
す
。
消
防
本
部
庁
舎

内
で
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防

本
部
・
消
防
署
と
の
連
携
を
よ
り
密

に
し
、
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

な
ど
に
対
し
て
迅
速
な
対
応
を
行
い

ま
す
。　

■消防本部庁舎：鉄骨造４階建て
　建築面積464.47㎡、延床面積1,330.25㎡（耐震安全基準1.5倍）
　　１階  消防署事務室、仮眠室、救急訓練室など
　　２階  通信指令室、トレーニング室、浴室など
　　３階  消防総務課、予防課、大会議室（災害対策本部）など
　　４階  備蓄倉庫
■倉庫棟：鉄骨造２階建て
　建築面積93㎡　延床面積150㎡（耐震安全基準1.25倍）
　　１階  倉庫、ポンプ室、発電機など
　　２階  書庫など
■車庫棟：現在建築中（平成25年１月末完成予定）

■３階大会議室　災害対策本部訓練時の模様
■
庁
舎
東
側
の
資
機
材
・
備
蓄
倉
庫
棟

■１階　消防署事務室

新消防本部庁舎の概要
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新消防本部庁舎特集

◆
消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
の
紹
介

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
正

確
か
つ
迅
速
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
救
急
や
火
災
な
ど
の
１
１
９
番
通

報
に
対
応
す
る
た
め
に
、
最
新
機
能

で
あ
る
位
置
情
報
表
示
機
能
を
備
え

た
消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
を
導
入

し
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
、Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
短
時
間
で
統
合

処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
通

報
か
ら
現
場
到
着
ま
で
の
時
間
を
短

縮
で
き
る
、
操
作
性
・
信
頼
性
・
安

全
性
に
優
れ
た
施
設
で
す
。

災害種別決定

出動車両編成

災害地点決定

出動指令

現場到着・消防活動

通報受付

車両管理

　指令台で１１９番通報を受け付けると、発信地
表示システムや地図等検索装置を使って災害な
どの発生場所を素早く特定し、通報内容から災
害の種別や規模を決定します。

　次に、火災・救急通報を受信
中であることを放送設備により自
動で消防署所内に知らせ、出動
の準備を整えます。さらに、自動
出場指定装置を使い災害出動可
能な消防車両を選定後、消防署、
大麻分署、移動中の車両に対し
出動指令を行います。

　指令を受けた出動隊は、 
指令情報をもとに災害現場に
急行します。

　１１９番通報の受付から出動指
令、現場活動支援作業完了後の報
告書まで迅速かつ的確に処理し活
動を行うことができます。

車両（出動指令）

現場到着、消防活動

通信指令

１
１
９
番
通
報
か
ら
現
場
到
着

ま
で
の
時
間
短
縮
と
、
活
動
終

了
ま
で
消
防
活
動
業
務
の
中
枢

を
担
う
最
新
鋭
シ
ス
テ
ム

■２階　通信指令室
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市
消
防
署
で
は
保
育
所（
園
）、

幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど
の
児
童
の

見
学
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
防
火

衣
の
着
衣
や
車
両
の
見
学
、
資
機

材
に
触
れ
た
り
な
ど
、
児
童
ら
に

消
防
活
動
へ
の
関
心
と
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
市
消
防
署（
☎

６
８
４・
１
３
３
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
児
童
ら
の
見
学
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

１

３

２ 1救急車内の資機材
の用途などの説明を
受ける児童ら　2災
害時に使用する資機
材に実際に触れてみ
る児童ら　3庁舎東
側壁面で行う訓練の
模様

新消防本部庁舎特集

市消防本部では以下の車両で消防・救
命活動を行っています。（大麻分署含む）
・消防車両 ８台　・救急車 ４台

普通救命講習
　市消防本部では本部庁舎３階会議室で普通救命
講習を年間６回程度開催しています。内容は心肺蘇
生法（胸骨圧迫、人工呼吸、ＡＥＤの使用法）、異物
除去、止血法、その他の応急手当などで、市内在住
または在勤で15歳以上の方が対象です。個別の開
催日については広報なると「情報ガイド」で募集します
ので、事前にお申し込みください。また、団体・事業
所などへ出向き、講習も行っております。詳しくは市
消防本部予防課（☎６８４･１６４０）へ。

デジタルＭＣＡ無線設備を導入
　市消防本部では災害時などにおける本部と各分団
との確実な連絡手段として、全46分団にデジタルＭ
ＣＡ無線を導入しました。同無線は四国の消防機関
では初めての導入で、通信エリアが広く、混信やノイ
ズがなく双方向通信できるという利点があります。7月2
日には１回目の分団向けの通信訓練も行われ、災害な
どに備えて万全の準備を行っています。

救急救命士の声
　救急救命士とは、現場活動をしながら心肺機
能停止の傷病者に対し、家族の同意と医師の指
示を受け、救急救命処置を施すことができる資格
を持った救急隊員です。
　この救命処置を有効に行うには、市民の皆さ
んの協力が必要となりますので、普通救命講習な
どを受講し、救急隊に救命のリレーをしていただ
きたいと思うとともに、本当に救急車が必要な人
のために、救急車を正しく利用していただけること

を切に願います。また、１分１秒でも速く傷病者の元へ駆け付けたいので、
緊急走行をしている際にはご協力をお願いします。

宮
みや

㟢
ざき

 俊
としひろ

弘 救急救命士
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戦
後
67
周
年
を
迎
え
る

　
～
後
世
に
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　私は11歳の頃、戦争で父を亡くしまし
た。父は出征先の満州で終戦を迎え、
シベリアで捕虜として抑留されていた頃
に体を壊したのです。出征した60万人
のうち約６万人が亡くなったそうです。
　今から30年ほど前、父の戦友だっ
た方とお会いし、現地での父の様子
を聴くことができました。木材の伐
採作業などの強制労働に当たってい
たこと、自分の食料を後輩に与える
などとても面倒見が良かったこと、日本に残した子どもたち
のことを最後まで案じていたこと。私たちは涙を流しながら
語り合いました。
　私たち遺族は、それぞれに故人への思い、戦争への思い、
そして平和への願いを胸に生きています。遺族や戦争体験者
の高齢化とともに戦争を知る人は年々減少し、周りの人たち
の戦争に対する記憶や意識もだんだん薄れていると感じます。
最近は核家族が多く、お年寄りの方と接する機会も減ってい
るのではないでしょうか。戦時中を生きた人にしか語れない
思いを風化させず未来へとつなげていくため、次世代へ伝え
ていかなければならないと思っています。

鳴門市遺族連合会  会長  上
うえ

田
た

  哲
てつ

夫
お

さん
■平和への思いを次世代へ…

　

８
月
15
日
は
終
戦
記
念
日
。
戦
争
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
今
年
で
67
年
目
の
夏
を
迎

え
ま
す
。

　

年
月
と
と
も
に
戦
争
を
体
験
し
た
人
は

少
な
く
な
り
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
平
和
と
い
わ
れ
る
今

日
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
ど
れ
だ
け
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
、
悲
惨
さ
、
そ
し
て
平
和
の

尊
さ
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

戦
争
は
過
去
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
た
り
前
の
日
常
の
中
に
平
和
を

感
じ
る
こ
と
さ
え
薄
れ
て
し
ま
う
今
、

戦
争
を
体
験
し
た
人
た
ち
の
平
和
を
願

う
思
い
を
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
、

戦
争
の
こ
と
、
平
和
の
こ
と
を
い
ま
一

度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
終
戦
記
念
日
に
は
毎
年
忠
魂
碑

に
参
拝
し
て
お
り
、
黙
と
う
を
捧

げ
る
と
当
時
の
事
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。

　

国
の
た
め
に
若
人
が
命
が
け
で

戦
場
へ
出
征
す
る
時
代
で
あ
り
、

父
も
30
歳
満
た
ず
し
て
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
２
歳
で
し
た
が
、

２
人
の
子
供
を
抱
え
た
母
は
父
の

戦
死
の
告
知
に
は
涙
も
出
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
戦
争
の
事
を
聞
い

て
も
苦
労
話
は
厚
い
本
に
な
る
と

言
って
話
そ
う
と
し
て
く
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
常
に
頭
巾
を
肩
に
掛
け
、

Ｂ-

29
機
の
悪
音
が
す
る
と
頭
巾
を

か
ぶ
り
逃
げ
回
る
日
々
で
し
た
。

　
私
が
７
歳
の
時
に
は
徳
島
大
空

襲
で
空
が
真
っ
赤
に
染
ま
り
恐
ろ

し
く
て
震
え
て
い
た
こ
と
は
脳
裏

か
ら
消
え
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
の

悲
惨
な
生
活
か
ら
今
の
よ
う
な
豊

か
な
時
代
に
な
る
と
は
想
像
も
な

く
命
あ
れ
ば
こ
そ
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
父
の
愛
情
を
全
く
知
り

ま
せ
ん
が
、
今
は
子
ど
も
や
孫
た

ち
か
ら
の
愛
情
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
戦
争
は
人
災
で
す
。
犠
牲
者
に

感
謝
し
未
来
が
果
て
し
な
く
平
和

な
後
世
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
願
っ

て
い
ま
す
。

平
和
祈
念
の
黙
と
う

　
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
か
た

が
た
の
ご
冥
福
と
世
界
の
平
和

を
祈
る
た
め
、
次
の
日
時
に
は

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

【
広
島
原
爆
投
下
時
刻
】

８
月
６
日（
月
）午
前
８
時
15
分

【
長
崎
原
爆
投
下
時
刻
】

８
月
９
日（
木
）午
前
11
時
２
分

【
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈

念
す
る
日
】

８
月
15
日（
水
）正
午

賀
川
豊
彦
記
念
館

第
10
回
平
和
祈
念
朗
読
会

【
と　
き
】８
月
６
日（
月
）

午
前
10
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】市
賀
川
豊
彦
記
念
館

２
階
会
議
室

【
参
加
費
】３
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
賀

川
豊
彦
記
念
・
鳴
門
友
愛
会　

☎
６
８
９・５
０
５
０

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　
（
財
）日
本
遺
族
会
で
は
、
先

の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
い
、
地
域
住
民
と
の

友
好
親
善
を
深
め
る
事
業
へ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
参
加
費　
９
万
円

●
訪
問
地
域
／
申
込
締
切
日

▽
マ
リ
ア
ナ
諸
島
／
８
月
17

日
▽
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

（
１
次
）／
８
月
30
日
▽
ボ
ル

ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
／
９
月

７
日
▽
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
／
９

月
13
日
▽
パ
ラ
オ
諸
島
／
９

月
13
日
▽
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
／

９
月
19
日
▽
フ
ィ
リ
ピ
ン

（
１
次
）／
９
月
28
日
▽
ミ
ャ

ン
マ
ー（
１
次
）／
10
月
12
日

▽
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島（
特
定
地
域
）／
11
月

16
日
▽
台
湾
・
バ
シ
ー
海

峡
／
12
月
２
日
▽
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
イ
ン
ド（
２
次
）／
イ

ン
ド
：
11
月
13
日
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
：
12
月
21
日
▽
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
特
定
地
域
）

／
12
月
21
日
▽
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア（
２
次
）／
平
成
25
年

１
月
９
日
▽
ビ
ス
マ
ー
ク
諸

島（
特
定
地
域
）／
平
成
25
年

１
月
９
日
▽
フ
ィ
リ
ピ
ン

（
２
次
）／
平
成
25
年
１
月
23

日
▽
中
国（
２
次
）／
平
成
25

年
２
月
７
日　
※
訪
問
時
期

や
募
集
人
員
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
日
本
遺
族
会
事
務
局　

☎
０
３・３
２
６
１・５
５
２
１
▽

徳
島
県
遺
族
会
事
務
局　
☎

６
３
６・３
２
１
２

■
広
報
７
月
号
で
募
集
し
た
平
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
麻
町
桧

坂さ
か

本も
と 

妙た
え

子こ

さ
ん（
74
歳
）
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鳴
門
の
夏
の
夜
を
彩
る
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｅ
鳴
門（
鳴
門
競
艇
場
）Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｓ
鳴
門
市
納
涼
花
火
大
会
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

◇
雨
天
の
場
合
は
12
日（
日
）に
延
期
。
最

大
13
日（
月
）ま
で
延
期
。

◇
周
辺
交
通
規
制
は
午
後
６
時
30
分
か
ら

実
施
し
ま
す
。

◇
う
ず
し
お
橋
の
通
行
は
午
後
７
時
15
分

以
降
全
面
禁
止
。

■
有
料
観
覧
席

１
人
千
円（
全
席
自
由
）

※
８
０
０
席（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）※
幼

稚
園
以
下
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
持
参
の
方
、
介
護
者
１
人
ま
で
半
額
。

【
購
入
方
法
】①
市
観
光
協
会
で
チ
ケッ
ト
購

入 

②
電
話
予
約
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
予

約（
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
事
務

局
ま
で
送
信
。
申
込
書
は
市
観
光
協
会
ホ
ー

ムペー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ンロ
ー
ド
可
能
）

■
有
料
駐
車
場・無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

花
火
臨
時
駐
車
場（
鳴
門
競
艇
場
）⇔

鳴
門

郵
便
局
前（
帰
り
便
は
鳴
門
駅
前
出
発
）の

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
駐
車
場
利
用
料
金
１
台
５
０
０
円

■
花
火
見
物
に
臨
時
列
車
が
運
行

８
月
７
日
は
、
Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅
午
後
９
時
37

分
発
、
午
後
10
時
14
分
発
の
徳
島
駅
行
き

〈規制日時〉
　8月7日 午後6時30分～10時

納
涼
花
火
大
会

８
月
７
日（
火
） 

午
後
８
時
～
９
時

の
花
火
臨
時
列
車
が

運
行
さ
れ
ま
す
。

※
周
辺
駐
車
場（
文

化
会
館
駐
車
場
は
駐

車
禁
止
）で
の
花
火

落
下
物
な
ど
に
よ
る

車
両
の
損
傷
、
車
上

荒
ら
し
な
ど
に
つ
い

て
は
、
主
催
者
は
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
。

■
花
火
大
会
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィア
募
集

　
会
場
周
辺
の
清
掃

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け

る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
対
象
】清
掃
作
業
が
可

能
な
ら
誰
で
も
可

※
団
体
で
の
参
加
も
歓
迎

【
と
き
】８
月
８
日（
水
）午
前
６
時
～
８
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
市
文
化
会
館
周
辺

◆
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
受
付　
午
前
６
時
～
６
時
10
分

市
文
化
会
館
駐
車
場
東
側
集
合　
　

※
受
付
に
て
軍
手
・
ご
み
袋
を
配
布
、
清

掃
箇
所
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
役
所
観
光
振
興
課

☎
６
８
４・１
１
５
７

魔法にかかる鳴門の夏

納涼花火大会交通規制図

　平成24年度阿波お
どりポスターに登場
する「魔法の天使 ク
リィミーマミ」のセル
画や番組ポスター展
示のほか、花火大会・
阿波おどり大会など
のチケット販売も行
います。
　また、昭和30年代
からの阿波おどり演
舞場の写真と、歴代

阿波おどりポスター
を展示する「阿波おど
り写真展」も同時開
催！
【と　き】８月７日（火）
～12日（日）午前９時
30分～午後７時
※チケット販売は午後 
　５時まで
【ところ】キョーエイ
鳴門駅前店４Ｆギャ
ラリー

魔法の天使 クリィミーマミギャラリー展
阿波おどり写真展 ～写真で振り返る60年～

※昭和42年のポスター
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騒
ZO

M
EK I

◆
ア
ニ
メ「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

－

ナ
ル

ト

－

」の
声
優
が
や
っ
て
く
る
！

　

８
月
11
日（
土
）、
人
気
ア
ニ
メ「
Ｎ
Ａ

Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

－
ナ
ル
ト

－

」の
声
優
の
う
ず

ま
き
ナ
ル
ト
役
：
竹
内
順
子

さ
ん
、
秋
道
チ
ョ
ウ
ジ
役
：

伊
藤
健
太
郎
さ
ん
が
来
鳴
し
、

う
ず
し
お
く
ん
西
演
舞
場
で

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

〈規制日時〉
  8月9日～11日 午後6時30分～10時30分
〈規制日時〉
  8月9日～11日 午後6時30分～10時30分

17時30分より運行予定

鳴
門
市
阿
波
お
ど
り

◆
阿
波
お
ど
り
う
ち
わ
配
付

　
桟
敷
に
来
ら
れ
た
お
客
様
に
は
特
製
う

ち
わ
を
無
料
で
配
付
し
ま
す
。
う
ず
し
お

く
ん
西
演
舞
場
と
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
鳴

門
東
演
舞
場
で
は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

　鳴門市阿波踊振興協会所属７連が競演するほ
か、鳴西連、鳴門高校阿波踊り部が登場。

【ところ】市文化会館
【入場券】小学生以上前売り700円（当日800円）
※身体障害者手帳・療育手帳をお持ちの方、介護者
１人までは半額です。
【発売所】市観光協会・地場産業振興センター・小山
助学館鳴門店・市文化会館・チケットパル（鳴門ガス）

【問】　鳴門市阿波踊振興協会　☎684・1157

選抜阿波おどり大会
８月８日（水）　午後６時30分～８時30分

８
月
９
日（
木
）～
11
日（
土
） 

午
後
７
時
～
10
時

◆「
に
わ
か
連
」 に
ご
参
加
を

【
実
施
日
】８
月
９
日
・
10
日
・

11
日

【
開
始
時
間
】▼
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｃ
Ｅ
鳴
門
東
演
舞
場
：
午

後
８
時
▼
う
ず
し
お
く
ん
西

演
舞
場
：
午
後
９
時

【
集
合
時
間
・
場
所
】開
始
時

間
の
15
分
前
に
各
演
舞
場
の

東
側
踊
り
入
り
口
横
へ
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。
※
に
わ
か
連
の

高
張
り
提
灯
が
目
印
で
す
。

【ところ：時間】　
▼霊山寺：午前10時～10時15分
▼鳴門公園千畳敷：午前11時30分～11時40分

【モデル】　鳴門うずしお
大使･なると市連
※撮影会には無料で参加
できます。

８月９日（木）
初おどりと撮影会

　
Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅
西
側
の
特
設
演
舞
場
な
ど

５
カ
所
で
開
催
。
踊
り
手
た
ち
の
熱
気
と

迫
力
あ
る
踊
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
初
日
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
は
浪
速

の
カ
リ
ス
マ
添
乗
員　

平
田 
進
也
さ
ん

（
鳴
門
観
光
大
使
）が
参
加
。
※
雨
天
の
場

合
は
市
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

■
無
料
駐
車
場
・
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

お
ど
り
臨
時
駐
車
場（
鳴
門
競
艇
場
）⇔

Ｊ

Ｒ
鳴
門
駅
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
お
ど
り
見
物
に
臨
時
列
車
が
運
行

９
日
～
11
日
の
３
日
間
、
Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅
午

後
10
時
19
分
発
の
徳
島
駅
行
き
臨
時
列
車

が
運
行
さ
れ
ま
す
。

■
前
売
り　
６
０
０
円（
小
学
生
以
上

は
有
料
）当
日
８
０
０
円
、
桟
敷
入
場
口
周

　
　
　
辺
で
発
売
※
桟
敷
は
２
箇
所
設
置

　
　
　
　
し
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
・

　
　
　
　
　
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、

　
　
　
　
　
　
介
護
者
１
人
ま
で
は
半
額
。

お問い
合わせ

◆チケット販売、有料観覧席などの申し込みはこちらへ
　市観光協会　☎684・1731  FAX684・1732  E-mail：info@naruto-kankou.jp
◆阿波おどり、花火に関するお問い合わせはこちらへ
　鳴門商工会議所　☎685・3748  ／  市役所観光振興課　☎684・1157

■
発
売
所　
市
観

光
協
会
・
チ
ケ
ッ
ト

　
ぴ
あ 

Ｐ
コ
ー
ド

　

 

６
２
１

－

４
１
４

阿波おどり行事交通規制図



8平成24年８月号

　
市
で
は
、
今
年
も「
防
災
の
日
」の

９
月
１
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
、
災

害
対
策
基
本
法
と
市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
防
災
関
係

機
関
の
災
害
発
生
時
の
応
急
対
応
に

関
す
る
検
証
・
確
認
と
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
鳴
門
教
育
大
学（
サ
ッ

カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
）を
主
会
場
に
、

大
地
震
の
発
生
に
よ
り
津
波
な
ど
に

よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
る
状
況
下
に

お
い
て
、
周
囲
に
避
難
を
呼
び
か
け

な
が
ら
避
難
行
動
を
行
う「
率
先
避

難
訓
練
」を
は
じ
め
、
徳
島
県
消
防

防
災
ヘ
リ
と
の
連
携
に
よ
る
ヘ
リ
サ

イ
ン
作
成
訓
練
な
ど
の
各
種
訓
練
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
防
災
訓

練
以
外
に
も
、
家
具
転
倒
防
止
器
具

　

市
で
は「
災
害
時
等
協
力
事
業
者

登
録
制
度
」を
設
け
、
災
害
発
生
時

な
ど
に
お
い
て
、
人
員
・
資
機
材
な

ど
の
面
か
ら
防
災
・
災
害
対
策
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
の
皆

さ
ん
を「
鳴
門
市
災
害
時
等
協
力
事

業
者
」と
し
て
登
録
し
、
登
録
事
業

者
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
災
害

復
旧
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

に「
人
材
協
力
」、「
物
品
協
力
」、「
施

設
等
の
提
供
」、「
資
機
材
等
の
支
援
」

な
ど
、
協
力
可
能
な
分
野
を
選
択
・

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て
災
害
時
等
協
力
事
業
者
を
募
集

の
紹
介
な
ど
の
防
災
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
災
害
発
生
時
に
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
行
政･

市

民･

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
災
害
対

応
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
と
同
様
に
、
今
回
も
全
市

を
挙
げ
た
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
市
内
各
地

区
の
自
主
防
災
会
や
自
治
振
興
会
、

各
事
業
所
な
ど
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
各
地
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
防
災
訓

練
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
市
総
合
防
災
訓
練
は
、
土

曜
日
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
近
く

の
避
難
所
や
津
波
避
難
が
可
能
な
高

台
な
ど
を
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
で
確

認
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
捉
え
て
い

た
だ
き
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
訓
練
場
所

で
訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

９
月
１
日
は
市
総
合
防
災
訓
練

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
時
に

は
、
市
や
自
主
防
災
会
な
ど
と
連
携

し
て
、
可
能
な
範
囲
で
自
発
的
な
救

援
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で

あ
り
、
現
在
、
17
事
業
者（
左
表
）に

登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
、
円
滑
な
災
害
対
応
・
災
害
復
旧

を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
事
業
者
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
と

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】市
役
所
危
機
管
理
課

☎
６
８
４・１
１
９
３

■登録事業者一覧（平成24年7月1日現在）　※登録順

■昨年の模様（津波避難訓練）

■昨年の模様（徳島県消防防災ヘリ）

地区名 登録事業者 業種
協力種別

人材 物品 施設 搬送 資機材
鳴門西 太平建設 有限会社 建設業 ○ ○ ○

板　東 新栄土建 株式会社
鳴門本店 建設業 ○ ○

堀　江 有限会社 川上工務店 建設業
不動産業 ○ ○

黒　崎 有限会社 原土木 建設業 ○ ○ ○
川　東 株式会社 亀井組 建設業 ○ ○ ○ ○
市　内 鳴門市内13郵便局 サービス業 ○
木　津
木津野 冨士庭園土木 株式会社 建設業 ○ ○

桑　島 井上建設 株式会社 建設業 ○ ○ ○ ○

川　東 財団法人
鳴門ガレの森美術館 サービス業 ○ ○ ○

堀　江 株式会社 福井組 建設業 ○ ○
川　東 大昭興業 株式会社 不動産業 ○

明　神 ナイトライド･セミコ
ンダクター株式会社 製造業 ○ ○

桑　島 株式会社 ウザワ 建設業 ○
明　神 念法眞教 鳴門念法寺 その他 ○
明　神 有限会社 嵯峨鉄工所 製造業 ○
明　神 阿波道路 株式会社 建設業 ○ ○ ○ ○
明　神 富田製薬 株式会社 製造業 ○

防災・災害対策への取り組み

　
今
年
度
、
局
地
的
な
大
雨
に
よ
る
浸

水
・
土
砂
災
害
な
ど
の
被
害
が
、
九
州

地
方
を
中
心
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
本
格
的
な
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
風
水

害
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

　
地
震
な
ど
と
は
異
な
り
、
風
水
害

は
到
来
時
期
や
規
模
・
雨
量
な
ど
、

あ
る
程
度
の
予
想
が
可
能
で
す
。
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
台
風

や
大
雨
が
近
づ
い
た
と
き
は
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に
注
意

し
、
必
要
な
場
合
は
速
や
か
に
避
難

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
地
域
の
特
性
を
知
る

　
台
風
や
大
雨
は
、
河
川
の
氾
濫
や

地
滑
り
、
崖
崩
れ
な
ど
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
も
た

ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
住
ま
い

の
地
域
で
は
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発

生
し
や
す
い
か
、
危
険
な
箇
所
は
ど

こ
か
な
ど
を
日
頃
か
ら
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

②
家
の
周
り
を
点
検

　

強
風
に
備
え
家
屋
や
塀
、
看
板
な

ど
の
老
朽
箇
所
を
補
強
す
る
と
と
も

に
、
排
水
溝
な
ど
が
ご
み
で
詰
ま
って

い
な
い
か
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
強
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も

の
、浸
水
時
に
流
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
、

全
て
室
内
に
取
り
込
む
か
、
固
定
す

る
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
す
。

台
風
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の

風
水
害
に
備
え
て
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　災害時に避難ができる市内の避難所は次の139カ所です。市では、学校の再編統合
などを受け、一部避難所の名称などについて見直しを行いました。台風シーズンを
迎えるに当たって、あらためて、地域の避難所を確認するとともに、非常時の行動
についてご家族などと話し合っておきましょう。

避難場所や災害時の行動をみんなで確認
問　市役所危機管理課（☎684･1711／FAX684･1336）

撫
養
町

天理教大教会　　芦余台集会所
木津元村集会所　　原地集会所
鳴門ﾃｸﾉｽｸｰﾙ
東浜集会所　　南浜集会所
老人福祉ｾﾝﾀｰ　　第一中学校
勤労青少年ﾎｰﾑ　  市民会館
徳島北農協撫養支所（旧鳴門市農協）
鳴門渦潮高等学校（撫養キャンパス）
斎田集会所　　斎田公民館
撫養小学校　　撫養幼稚園
鳴門高等学校
黒崎小学校　　黒崎幼稚園
黒崎集会所　　黒崎団地集会所
聖母幼稚園
桑島集会所　　桑島小学校
勤労者体育ｾﾝﾀｰ
市図書館　　市剣道場
桑島老人憩いの家
立岩集会所　　第二中学校
林崎小学校　　川東公民館
立岩塩浜集会所　　県民体育館
総合運動公園武道館
林崎集会所
弁財天集会所
北浜老人憩いの家
岡崎集会所

鳴
門
町

鳴門西小学校　　鳴門教育大学
鳴門公民館　　中島集会所
高島団地集会所
鳴門中学校　
鳴門東小学校　　野集会所
黒山集会所
大毛集会所
鳴門東地区ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

北
灘
町

櫛木集会所　　張集会所
北灘東小学校
北灘中学校　　大浦集会所
北灘公民館
東地集会所　　川筋集会所
北條集会所　　北灘西小学校
三津集会所　　西條集会所
大須集会所　　長浜集会所

瀬
戸
町

明神小学校
明神集会所　　明神越浦集会所
明神菅谷集会所
瀬戸中学校　　瀬戸公民館
瀬戸小学校　　日出集会所
堂浦ふれあい会館
北泊公民館　　小海集会所
北泊漁協　　北泊漁協旧事務所
島田小学校　
小島田集会所　
室撫佐漁協　
撫佐集会所　

大
麻
町

小森集会所　　姫田集会所
堀江北小学校　堀江公民館
大谷集会所
池谷集会所　　大麻中学校
高畑集会所
堀江南小学校　
馬詰集会所
東馬詰集会所
医王集会所
市場団地集会所  人権福祉ｾﾝﾀｰ
青少年会館　　川崎会館
旧川崎小学校
津慈集会所
萩原集会所　　萩原団地集会所
樋殿谷集会所　板東連絡所
板東小学校　　舞姫会館
大西集会所　　山田集会所
共栄集会所　　霊山寺集会所
平草集会所　　板東公民館
桧集会所　　　桧西集会所
川原場集会所　椎尾谷集会所
ﾘｭｰﾈの森集会所

大
津
町

大幸集会所　　大代前場集会所
大津中央公民館　　大代集会所
大津西小学校　大代山路集会所
段関集会所　　段関野崎集会所
備前島集会所
木津野集会所　　第一小学校
鳴門渦潮高等学校（大津キャンパス）
吉永集会所
矢倉集会所　　大津団地集会所
長江集会所

里
浦
町

里浦公民館　　里浦農協
里浦集会所　　里浦小学校
里浦北集会所
鳴南集会所

　
南
海
地
震
の
よ
う
な
大
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
行
政

の
支
援
が
届
く
ま
で
に
２
～

３
日
を
要
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
分
や

家
族
が
自
力
で
生
き
延
び
る

た
め
の
備
え
が
、
最
低
３
日

分
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
各
家
庭
に
お
い
て
備
蓄
食

料
や
飲
料
水
、
携
帯
ラ
ジ
オ

や
懐
中
電
灯
な
ど
の
災
害
応

急
資
機
材
の
備
蓄
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
家
庭
内
備
蓄
の
例

◯
食
料（
調
理
不
要
の
非
常

食
３
日
分
） 

※
小
さ
な
お
子

様
が
い
る
家
庭
で
は
粉
ミ
ル

ク
を
忘
れ
ず
に
！

◯
飲
料
水（
最
低
３
日
分
） 

※
１
人
１
日
の
目
安
は
３

リ
ッ
ト
ル

◯
救
急
薬
品
、

衣
類（
下
着
な

ど
）、
軍
手 

◯
貴
重
品（
現

金
・
通
帳
・
印
鑑
な
ど
） 

◯
懐
中
電
灯（
予
備
の
電
池

も
）、携
帯
ラ
ジ
オ
、ホ
イ
ッ

ス
ル

◯
そ
の
他
、
身
の
回
り
の
必

要
品 

※
マ
ッ
チ
、
ろ
う
そ

く
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど

（太字の避難所は、地震の際にも利用できます。また、津波が発生する恐れがある場合は、一時的に、お近くの
高台などに避難していただき、その後、周辺の安全を十分に確認しながら指定の避難所に避難してください。
なお、今後発表される国・県の地震・津波の想定見直しを受けて、それらを反映した避難所を設定し、市民の
皆さんに再度お知らせする予定です。）

家
庭
内
備
蓄
の
ご
準
備
を！
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「ふるさと鳴門」を
  　応援してください

「ふるさと納税制度」とは？
　「納税」という言葉ですが、実際に税金を
納めるものではありません。 「ふるさと」の県
や市町村に「寄付」をすることにより所得税と
住民税から、その「寄付金」の一部が控除さ
れ、結果的に「納税」したことになる制度です。

「ふるさと」とは、昔住んでいたところなの？
　ふるさと納税制度の「ふるさと」に決まっ
た定義はありません。生まれ育った「ふるさ
と」や家族が住んでいる「ふるさと」、旅で
訪れたこころの「ふるさと」など、自分が思う

「ふるさと」であればどこでも大丈夫です。

▪税制上の優遇措置について　
この寄付金については、所得税、個人住民税から控除を受けることができます。
ご寄付いただいた額の2,000円を超える一定額について控除の対象となり軽減されます。

ふるさと鳴門応援サイト　http://www.city.naruto.tokushima.jp/contents/furusato/index.html
ふるさと納税に関するお問い合わせは、市役所企画課（☎088・684･1713）まで

▪ふるさと納税活用状況　（平成23年度分）
内　　容 金額（円）

安全で安心な保育環境の整備（上記①） 237,000
社会福祉および高齢者福祉サービスの充実（上記②） 160,000
地域医療連携強化事業（上記③） 220,000
自主防災組織整備事業および標高表示標識などの設置事業（上記④） 3,707,000
環境保全整備事業（上記⑤） 55,000
文化財の保護活用事業（上記⑥および⑦） 80,000
ヴォルティスホームタウン応援事業（上記⑩） 290,000
自治振興促進支援事業（上記⑪） 12,000

▪ふるさと納税の使いみち（寄付申し立ての際に活用して欲しいメニューを指定いただけます） 
① 子育て支援および青少年健全育成などの次世代育成支援に関する事業
② 社会福祉および高齢者福祉の向上に関する事業 
③ 健康増進およびスポーツ振興に関する事業 
④ 防災・防犯対策および救急・消防などの充実強化に関する事業
⑤ 環境の保全および循環型社会の構築などに関する事業
⑥ 教育環境の充実および生涯学習の推進に関する事業
⑦ 文化・芸術活動の推進および文化財の保護活用に関する事業
⑧ 地場産業の育成および企業誘致・就業機会の充実などに関する事業
⑨ 地域ブランドおよび地産地消の推進に関する事業
⑩ 観光・交流の推進に関する事業
⑪ 地域コミュニティ・ボランティア活動の推進に関する事業
※指定がない場合は、 「ふるさと鳴門」づくりにつながる事業に活用します。

直接、市役所企画課へお持ちください（事前に持参の予定日時をお伺いします）。持　　　参

①こちらから郵送する「納付書」により、ゆうちょ銀行から納付いただく方法  ※手数料無料
②銀行振込で所定の口座にお振込いただく方法　※一部金融機関を除き、手数料はご負担ください。振込の場合

【送金の方法】

〈ご注意ください〉
○本市から、寄付を強要することはありません。○「口座振込」で送金をされる方は、 「寄付申立書」到着後、確認の
連絡時に口座番号をお知らせします。その口座以外に振り込みを依頼することはありません。○ふるさと納税制度
をかたった寄付の強要や詐欺行為には十分ご注意ください。

【お申し込み方法】

②窓口申請の場合
「寄付申立書」到着後、寄付受理の
用意ができましたら納付書を送付また
は口座振込のご連絡をします。

担当窓口へご連絡ください。手
続きなどのご説明をさせていただ
き「寄付申立書」をお送りします。

「寄付申立書」に必要事項をご
記入の上、担当窓口まで郵送
またはファックスしてください。

鳴門市公式ウェブサイトへアクセ
スしてください。

申請フォームに必要事項を入
力し、送信してください。

①電子申請の場合
返信メールをご確認ください。寄付受
理の用意ができましたら納付書を送付
または口座振込のご連絡をします。

▪ふるさと納税の手続きは

防災対策事業の中で設置した
標高表示標識

※年間５千円以上寄付していた
だいた方には、鳴門市内観光施
設ペアチケットを進呈させていた
だきます。

※税控除を受けるためには確定申告が
必要です。また、税額控除は寄付をし
た翌年の住民税に反映されるため、翌
年度の住民税が課税されない場合、ま
たは少額であった場合は控除を受けら
れないことがあります。詳しくはお近く
の税務署でご確認ください。

年収500万円の方
１万円を寄付したとき　 8,000円軽減 
３万円を寄付したとき　 28,000円軽減
５万円を寄付したとき　 32,350円軽減

10万円を寄付したとき　 42,350円軽減

年収500万円の方
１万円を寄付したとき　 8,000円軽減 
３万円を寄付したとき　 28,000円軽減
５万円を寄付したとき　 35,650円軽減

10万円を寄付したとき　 45,650円軽減

【給与所得者（独身）の場合】【給与所得者（配偶者を扶養）の場合】
※一例であり、実際の軽減額と異なる場合があります。
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連載 みんなで知ろう！「鳴門市自治基本条例」

問  市役所市民協働推進課  ☎ 684・1200  FAX 684・1336  E-mail shiminkyodo@city.naruto.lg.jp

ご紹介した活動のほか、皆さんの身近なところで地域単位の活動が展開されています。
お問い合わせは、
・鳴門市老人クラブ連合会事務局（☎６８５・７１７０） 市社会福祉協議会内
・鳴門市婦人連合会事務局（☎６８５・５５９３） 鳴門市婦人会館　まで
市民の皆さんが地域の活動に積極的に参加することで、地域への誇りや愛情が育まれ、魅力あ
るまちづくりの実現につながります。身近な活動から、ぜひ始めてみましょう。

　鳴門市老人クラブ連合会は、市内62単位クラブの会員約3,300人
で組織されています。
　「創造と連帯の輪を広げて－心豊かな21世紀を」をテーマに健康・
友愛・奉仕を基本として、さまざまな地域活動を展開しています。

＜活動内容の一例＞
　◆ シニアスポーツの普及による健康づくり活動
　◆ ひとり暮らし高齢者の見守り友愛活動
　◆ 「社会奉仕の日」一斉清掃活動
　◆ 機関誌「市老連だより」発行 など
　このほか、グラウンドゴルフ大会やうずしお運動会、うずしお美術
展も開催するなど、会員同士の絆や地域との交流を深めながら、健康
づくり、仲間づくり、生きがいづくりを図っています。
　本市も４人に１人が65歳以上となり、活力あるまちを実現するために
は、豊富な知識と経験を持つ高齢者が、いつまでも元気に、まちづく
りに参加することが欠かせません。

　鳴門市婦人連合会は、現在、市内12地域の会員約1,600人で組織
されています。
　青少年の健全育成、環境美化、地球温暖化対策、高齢者福祉問題
などさまざまな分野で、地域に根ざした活動を展開しています。
＜活動内容の一例＞
　◆ 日赤奉仕団活動、結核予防運動
　◆ 鳴門市婦人防火クラブの活動
　◆ 東日本大震災炊き出しの支援や地域での炊き出し訓練
　◆ 機関誌「市婦連なると」発行 など
　このほか、自らの知識・教養を高めるための趣味の教室や会員同士
の絆を深める芸能交流大会、運動会も開催しています。また、花づく
り、環境美化などのボランティア活動や各種イベントへの協力を通じ
て、積極的な社会貢献を行っています。
　「男女共同参画都市」を宣言した本市では、多くの女性のまちづくり
への参加とますますの活躍が期待されています。

生きがいあふれる社会の実現に向けて

これからも女性の視点でまちづくり

　市内では、毎日どこかで「まちをより良くしよう」とする活動が行われており、
まちづくりの推進力となっています。

　今月号では「老人クラブ」と「婦人会」の皆さんのそれぞれの特性を生かした
まちづくり活動をご紹介します。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の

開
催

鳴
門
市
婦
人
連
合
会
大
運
動
会

～
全
員
で
阿
波
踊
り
体
操
～

三
世
代
交
流

～
輪
投
げ
大
会
の
開
催
～

防
火
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加

鳴門市老人クラブ連合会

鳴門市婦人連合会

活動写真

活動写真
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　企業局水道事業課では、貴重な水資源の有効活
用や道路陥没による事故の未然防止などのため、
地下に埋設されている水道管の漏水調査を実施し
ており、鳴門市の腕章をつけた調査員が企業局発
行の調査員証を携帯し、調査を行います。調査の
対象範囲は、道路やお客様の宅地内にある水道メー
ターまでです。（下図参照）

■漏水調査にご協力をお願いします　※調査は無料です
　調査にあたっては、宅地内に立ち入らせていた
だく場合があります。また、調査範囲内での漏水
があった場合は、お客様のご都合などを確認した
上で修繕工事の手配を行いますので、ご理解とご
協力をよろしくお願いします。
　なお、この調査ではお客様に調査費用を請求し
たり、調査員および水道事業課が、建物内の給水
管調査・清掃サービスなどのあっせんや浄水器の
販売を行うことは一切ありません。
　ご不明な点がありましたら、下記問い合わせ先
までご連絡ください。
＜調査予定期間＞８月上旬～12月末まで
＜調査対象区域＞

大麻町 全域

大津町 大幸、大代、段関、備前島の全域
木津野、矢倉の一部

撫養町 木津の一部
※緊急時には今回の対象外区域でも行う場合があります。       

　

企
業
局
水
道
事
業
課
で
は
、
各

戸
に
設
置
し
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー

（
検
定
満
了
）の
取
替
工
事
を
、
鳴
門

市
水
道
指
定
業
者
協
同
組
合
に
委
託

し
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、
適
正

な
計
量
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の

法
律（
計
量
法
）で
定
め
ら
れ
た
取
り

替
え
で
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
の
取

替
工
事
は
通
常
の
検
針
と
同
じ
く
、

不
在
の
場
合
で
も
行
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
市

か
ら
委
託
を
受
け
て
工
事
を
行
う
作

業
員
は
身
分
証
明
書
を
必
ず
携
帯
し

て
い
ま
す
。
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
身

分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
水

道
事
業
課（
☎
６
８
５
・
３
３
３
０

／
FAX
６
８
５
・
３
３
４
７
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
協
同
組
合
加
入
業
者（
50
音
順
）】　

阿
部
水
道
工
事
店
・
㈲
大
西
水
道
工

業
・
㈲
小
川
工
業
・
開
発
水
道
工
業

所
・
㈲
金
沢
水
道
・
㈲
田
中
設
備
工

務
店
・
手
塚
水
道
設
備
・
東
洋
住
設
・

鳴
門
汽
缶
・
前
田
設
備
㈲
・
松
下
興

業
㈱
・
㈲
松
下
水
道
工
業
所
・
㈲
米

田
水
道

水
道
メ
ー
タ
ー
の

　
取
替
工
事
に
ご
協
力
を

◆ワークショップメンバーを募集！
　男女が対等なパートナーとして助け合い、支え合
い、幸せを分かち合う男女共同参画社会の実現を目
指していくための基本ルールを定める「男女共同参
画推進条例」の制定に向けて、市民の皆さんの思いを
条例に生かし、協働で条例を作り上げていくワーク
ショップを開催します。
　そのメンバーを下記のとおり募集します。奮って
ご応募ください。

【募集対象】市内在住、在勤、在学のいずれかに該当す
る18歳以上の方

【募集人数】10人程度（応募者多数の場合は選考）
【開催期間】９月～平成25年３月の間に２～４回程度
を予定（主に平日の夜に開催）

【報 酬 等】報酬、交通費などは支給しません。
【申込方法】所定の申込用紙に必要事項を記入し、郵
送、ファクスまたはメールにて、8月15日（水）までに
お申し込みください。

～女男（とも）に生き  幸せを分かち合えるまち  なると～ を目指して
◆第２回男女共同参画
推進条例策定審議会を
公開します
　市では、「鳴門市男女共同参
画推進条例（仮称）」の制定に
当たり、必要事項を調査研究
する策定審議会を設置してい
ます。
　その第2回目を下記のとお
り開催します。会議は公開されますので、傍聴を希
望される方は、会場までお越しください。

【と　き】８月31日（金）　午後1時30分～
【ところ】市役所保険棟2階入札室

●申し込み・問い合わせ先
〒772-8501 撫養町南浜字東浜170 市役所人権推進課
☎684・1095  FAX684・1370
E-mail：jinkensuishin@city.naruto.lg.jp

●漏水調査の対象範囲
官民境界

メーターボックス

給水管

水道本管

M

調 査 範 囲
【問い合わせ】  企業局水道事業課  維持管理担当  ☎685・3330



■【
と　
き
】８
月
20
日
、
27
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分（
予
定
）

■【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー（
消
防
庁
舎
東
側
）

■【
概　
要
】

◆
内　
容

市
が
実
施
す

る
事
業
に
対

す
る
評
価
を

行
い
ま
す
。

（
１
事
業
あ
た

り
40
分
）

①
市
が
実
施

す
る
事
業
に

つ
い
て
、
外

部
有
識
者
と
市
の
担
当
者
が
議
論
し

ま
す
。

②
議
論
を
受
け
、外
部
有
識
者
と
事
前

公
募
の
市
民
評
価
員
が
評
価
し
ま
す
。

◆
目　
的

①
市
が
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
や
有
効
性
、
効
率
性
な

ど
の
観
点
か
ら
、
外
部
有
識
者
や
市

民
の
皆
さ
ん
の
視
点
で
見
直
す
た

め
。

②
市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
の
内
容

や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
。

◆
傍
聴
に
つ
い
て

事
前
申
し
込
み
不
要
、
当
日
参
加
可

◆
傍
聴
に
関
す
る
留
意
事
項

①
傍
聴
者
は
評
価
で
き
ま
せ
ん
。

②
そ
の
他
、
会
場
の
秩
序
を
乱
す
よ

う
な
行
為
を
し
た
場
合
は
、
ご
退
場

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
興
味
が
あ
る
事
業
だ
け
の
傍
聴
も

可
能
で
す
。

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
進
捗
状
況
に
よ
り
、
時
間
が
前
後

　

す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

問 

市
役
所
企
画
課　
☎ 

６
８
４・１

１
２
０

　市では、９月から新規職員の採用試験の募集を受け
付け、10月14日（日）に第1次試験を実施します。

【採用試験区分（予定）】　一般行政事務職（一般上
級、民間企業経験者上級、一般初級、身体障害者）、
土木技術職（上級）、保健師、保育士、消防職（初級、
救急救命士初級）、幼稚園教諭　※募集人員は、職
種（試験区分）ごとに若干名を予定。
　詳細は、８月末頃から市公式ウェブサイトに掲載
するとともに、広報なると９月号に掲載します。
問 市役所人事課 ☎684･1122

鳴門市職員を募集します

情報公開・個人情報保護制度の運用状況
　情報公開条例と個人情報保護条例に基
づく公文書の開示などについて、平成
23年度の運用状況をお知らせします。

■情報公開制度
　公文書開示請求の決定件数は66件となっています。
　主な請求内容は、クリーンセンタ－の稼働に関
するもの、委員会や説明会の記録、市道の認定や
境界に関するもの、競艇事業の収支に関するもの
などでした。
公文書開示請求にかかる決定処理内容　（単位:件）

■個人情報保護制度
　保有個人情報の開示請求は24件ありました。
　請求内容は、予防接種記録、戸籍と住民票の交
付申請書、市職員採用試験における得点および順
位、市幼稚園教諭採用候補者選考審査総合得点お
よび順位などでした。
　その他、保有個人情報の訂正請求や利用停止請
求はありませんでした。
※情報公開制度では不開示となる個人情報でも、

個人情報保護制度では、自分の個人情報の開示
を請求することができます。

問 市役所総務課　☎684･1203

実施機関
（請求などの
対象機関）

決

定

件

数

開

示

部

分

開

示

文
　
書

不
存
在

不
開
示

却

下

取
下
げ

不

服

申

立
市　　長 60 16 38 6 0 0 0 0
議　　会 1 1 0 0 0 0 0 0
企業局長 5 0 5 0 0 0 0 0
合　　計 66 17 43 6 0 0 0 0

　保険料の決定通知と納付書を８月中旬までに郵
送しますので確認と納付をお願いします。
保険料の算定方法
　後期高齢者医療制度の保険料は、
均等割額と所得割額の合計です。

  平成24年度保険料　=　均等割額  （48，900円）
　　　＋所得割額（所得割算定基礎額×９．51％）

※所得割算定基礎額とは、平成23年中の基礎控除後
　の総所得金額のことです。
◆低所得の方は保険料の軽減があります
　保険料は、被保険者１人ごとにかかりますが、世帯
の所得状況により、保険料が次のように軽減されます。
①年間所得が33万円以下の方は、均等割額が8.5割軽
減されます。②さらに、同一世帯の被保険者全員が
年金収入のみ80万円以下の場合は、均等割額が９割
軽減になります。③また、所得額などにより、５割・
２割軽減の制度があります。
問 市役所保険課　☎684･1130／FAX684･1321

後期高齢者医療保険料が決まりました

市
民
参
加
の
外
部
評
価
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

「
外
部
評
価
委
員
会
」開
催

予定時間 事業名
８月20日 ８月27日

13：40～14：20 自主防災組織結成・
活動促進事業

市税徴収率向上対
策事業

14：25～15：05 国際・国内交流推
進事業 環境学習推進事業

15：20～16：00 市営住宅家賃滞納
整理事業

地域支援事業
（介護予防事業）

16：05～16：45 プレミアム付商品
券発行事業

競技力向上対策支
援事業
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興
セ
ン
タ
ー
、
川
東
公
民
館
、
鳴
門
市
婦
人
会

館
、
運
輸
事
業
課

※
対
象
外
施
設
で
行
わ

れ
る
業
務
や
利
用
に
関

し
て
は
通
常
ど
お
り
に

行
い
ま
す
。
市
役
所
庁

舎
の
配
置
に
つ
い
て
は

下
図
の
と
お
り
で
す
。

◆
各
業
務
ご
と
の
対
応

　
○
連
絡
所（
板
東・堀
江・里
浦・瀬
戸・北
灘・

鳴
門
）業
務
…
停
電
時
間
は
各
発
行
業
務
停
止

　
○
上
下
水
道
…
通
常
ど
お
り

　
○
市
営
バ
ス
…
通
常
ど
お
り

　
○
消
防
部
門
…
通
常
ど
お
り

　
○
ご
み
収
集
…
停
電
時
間
は
収
集
停
止
、
個

人
・
事
業
者
の
ご
み
持
ち
込
み
も
停
止

　
○
火
葬
場
…
停
電
時
間
と
停
電
開
始
前
２
時

間（
計
４
時
間
程
度
）の
受
け
入
れ
停
止

　
○
し
尿
処
理
…
停
電
時
間
は
受
け
入
れ
停
止

　
○
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
…
停
電
時
間
は
高

速
バ
ス
発
券
業
務
な
ど
は
停
止
、
電
気
不
要
の

案
内
業
務
な
ど
は
対
応
、
夜
間
は
閉
鎖

　
○
市
公
設
卸
売
市
場
…
通
常
ど
お
り

※
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所（
園
）な
ど
、
他
に

も
対
象
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
施

設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
計
画
停
電
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
◆
四
国
電
力
臨
時
受
付
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
１
２
０・４
５
９・３
１
１

　
　
（
受
付
時
間
：
月
～
金 

午
前
８
時
40
分
～

　
　
午
後
９
時
20
分
※
祝
日
除
く
）

　
◆
市
環
境
政
策
課  

☎
６
８
３・７
５
７
１

市主催事業
　市町村連携コンサート
　「まちが奏でるクラシックin 鳴門市」

【と　き】 11月７日（水）午後６時30分開演
【ところ】 市文化会館
【入場料】 一般2,000円、小中高生1,000円 （当日各500円
増し）８月下旬にチケット販売開始予定　

【内　容】 『とくしま国民文化祭記念管弦楽団 （通称：
とくしま記念オーケストラ） 』と地元の合唱団、第一中
学校吹奏楽部が共演するコンサートを開催

【出　演】
■指揮者：増井  信貴
■管弦楽：とくしま記念オーケストラ
■合　唱：合唱団なると、合唱団アンダンテ、
　　　　　Chorus９、メールハーモニー潮
■合　奏：鳴門市第一中学校

【演奏曲目】
１.ヨハン・シュトラウス：喜歌劇「こうもり」序曲
２.モーツァルト：ピアノ協奏曲第23番 イ長調
３.ルロイ・アンダーソン：セレナータ
４.ルロイ・アンダーソン：トランペット吹きの休日
５.ルロイ・アンダーソン：サンドペーパーバレー
６.ルロイ・アンダーソン：ジャズピチカート
７.ルロイ・アンダーソン：ホームストレッチ

（合唱・合奏との共演曲）
８.湯山昭 作曲／渡辺俊幸 編曲：祖谷のかずら橋【合唱】
９.ハチャトゥリアン：仮面舞踏会より「ワルツ」【合奏】
10.八木澤教司：あすという日が【合奏・合唱】

民間主催事業
◆お香の祭典

【と　き】 11月３日（土）、４日（日）
【ところ】 大塚国際美術館
【内　容】 香道二流派の家元の指導による体験香席など
◆「吹奏楽の祭典」

【と　き】 11月４日（日）午前10時開演（予定）
【ところ】 市文化会館
【内　容】 全国トップレベルの中学・高校・
大学・社会人吹奏楽団による演奏演技
◆第４回システィーナ歌舞伎

【と　き】 11月13日（火）、14日（水）、15日（木）
【ところ】 大塚国際美術館　システィーナ・ホール
【内　容】 和と洋のコラボレーションによる新作歌舞伎の初演

第27回国民文化祭・とくしま2012関連イベント開催案内
〜鳴門市実行委員会を設立し、準備を進めます〜

【問い合わせ】 市役所文化交流推進課
☎684・1214　FAX683・0237

計
画
停
電
実
施
時
の
対
応
・
影
響
に
つ
い
て

経 済 棟

消防
庁舎

市民
会館

本庁舎

分庁舎
保険棟 共済会館

　
計
画
停
電
は
社
会
的
影
響
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
原
則
不
実
施
と
四
国
電
力
が
発
表
し
て
い

ま
す
が
、
万
が
一
、
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
の
市
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
計
画
停
電
の
概
要

【
対
象
期
間
】９
月
７
日（
金
）ま
で（
土
日
、
お

盆
８
月
13
日
〜
15
日
除
く
）

【
時
間
帯
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

【
停
電
時
間
】該
当
区
域
と
な
っ
た
場
合
は
２
時

間
程
度  

※
詳
細
は
四
国
電
力
臨
時
受
付
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
計
画
停
電
の
周
知

◆
停
電
前
日
の
周
知　
翌
日
に
計
画
停
電
を
実

施
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
場
合
、
四
国
電
力

か
ら
午
後
６
時
頃
に
そ
の
旨
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
そ
れ
を
受
け
て
当
該
地
域
を
中
心
に
、

同
報
無
線
な
ど
を
用
い
周
知
す
る
予
定
で
す
。

◆
停
電
当
日
の
周
知　
当
日
に
計
画
停
電
を
実

施
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
、
そ
の
２
時
間

前
に
公
表
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
そ
れ
を
受
け
て

同
報
無
線
や
巡
回
広
報
車
な
ど
を
用
い
て
周
知

す
る
予
定
で
す
。

■
停
電
時
の
市
施
設
の
対
応

◆
計
画
停
電
対
象
外
施
設

　
市
役
所
本
庁
舎
・
経
済
棟
・
保
険
棟
・
共
済

会
館
、
市
民
会
館
、
文
化
会
館
、
消
防
本
部
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
）、
身
体
障
害
者
会
館（
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
）、趣
味
の
作
業
室
、北
浜
老
人
憩
い
の
家
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
提
案
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
市
民

参
画
に
よ
る
行
政
の
推
進
を
図
る
市

民
提
案
制
度
を
平
成
20
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
よ
り
積
極
的
な
市
民

参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め「
市
と
協
働
で
実
施
し
た
い
事
業
」

や
鳴
門
市
の
将
来
を
担
う
中
学
生
・

高
校
生
の
豊
か
で
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想

に
よ
る「
中
・
高
校
生
対
象
提
案
事

業
」の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

◆「
市
と
協
働
で
実
施
し
た
い
事
業
」

【
提
案
事
業
】　
市
と
市
民
団
体
な
ど

が
協
働
で
行
う
事
業
で
、
限
度
額

25
万
円
を
市
の
負
担
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
事
業
は

対
象
外
と
し
ま
す
。

▼
す
で
に
市
と
の
協
働
で
行
っ
て
い

る
事
業
や
団
体
な
ど
が
単
独
で
実
施

し
て
い
る
事
業
▼
政
治
活
動
、
宗
教
活

動
に
関
す
る
事
業
▼
公
益
性
に
乏
し

く
特
定
の
個
人
や
団
体
が
利
益
を
受

け
る
事
業
▼
法
律
、
条
例
、
公
序
良
俗

な
ど
に
反
す
る
事
業
▼
単
な
る
要
望

な
ど
と
判
断
さ
れ
る
事
業
▼
国
や
他

の
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
そ
の
他
の

団
体
な
ど
か
ら
助
成
を
受
け
る
事
業

【
応
募
資
格
】　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
、

市
内
に
事
業
所
ま
た
は
活
動
拠
点
を

有
す
る
団
体
・
法
人
。
※
た
だ
し
、

市
と
協
働
で
事
業
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
個
人
、団
体
、法
人
に
限
り
ま
す
。

【
事
業
実
施
期
間
】　
原
則
単
年
度
と

し
ま
す
。

◆「
中
・
高
校
生
対
象
提
案
事
業
」

【
提
案
事
業
】　
市
が
実
施
す
る
事
業

（
市
が
委
託
し
て
行
う
事
業
も
可
）

【
応
募
資
格
】市
内
に
住
所
を
有
す
る

中
・
高
校
生
、
ま
た
は
市
内
に
通
学

し
て
い
る
中
・
高
校
生（
市
内
の
中
・

高
校
生
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
な
ど

も
応
募
可
能
で
す
）

◆
共
通
事
項

【
提
出
書
類
】　
必
要
事
項
を
記
入
し

た
提
案
書（
必
要
に
応
じ
て
資
料
な

ど
の
添
付
書
類
）※
提
案
書
は
市
役

所
本
庁
舎
１
階
受
付
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
新

着
情
報
」か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

【
募
集
期
間
】　
８
月
１
日（
水
）～
９

月
10
日（
月
）ま
で（
郵
送
の
場
合
は

消
印
有
効
）。

【
提
案
の
取
り
扱
い
】　
優
秀
な
提
案

に
選
定
さ
れ
た
方
を
表
彰
し
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。
選
定
さ
れ
た
提
案
に

つ
い
て
は
実
現
に
向
け
検
討
す
る
こ
と

と
し
、
特
に「
市
と
協
働
で
実
施
し
た
い

事
業
」に
つ
い
て
は
、
提
案
い
た
だ
い

た
方
な
ど
と
担
当
部
署
で
協
議
を
し
な

が
ら
事
業
化
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

【
問
・
提
出
先
】　
持
参
ま
た
は
郵
送

で
〒
７
７
２

－

８
５
０
１
市
役
所
秘
書

広
報
課（
☎
６
８
４・１
４
４
０
）へ
。

元
気
な
鳴
門
づ
く
り
に
向
け
て 

市
民
提
案
制
度

　

市
と
協
働
で
実
施
し
た
い
事
業

　

中
・
高
校
生
対
象
提
案
事
業

　
　
　
　
　
　
　

             

の
提
案
を
募
集
し
ま
す！

※「協働」とは、異なる
主体がそれぞれの役割
や特性を理解するとと
もに、相互に尊重、ま
た補完し合いながら、
対等な立場でそれぞ
れの持つ力を発揮して
共通する課題の解決や
テーマの実現などに向
けて取り組むことをい
います。

　現在、指定管理者制度を導入している鳴門市青
少年会館および鳴門市市場・川崎児童館は、平成
25年３月31日で指定期間が終了するため、平成25
年４月からの指定管理者となる団体を募集します。

▼指定管理者を募集する施設
鳴門市青少年会館および鳴門
市市場・川崎児童館

（大麻町三俣字前野22－1）

▼指定予定期間
平成25年４月１日から28年３月31日までの３年間

▼応募資格・募集要項
　鳴門市に事務所を置くまたは置こうとしており、
一般競争入札の参加を制限されていないなどの条件
に適合する法人やその他の団体。個人での応募はでき
ません。
　詳細は８月１日（水）から市教育委員会生涯学習
人権課で配布する募集要項をご覧ください。（市公
式ウェブサイトの「新着情報」からもダウンロード可）

▼応募方法
　９月３日（月）～10日（月）の間に生涯学習人権課
へ所定の書類を提出してください。

▼その他
※現地説明会を希望される場合は、８月10日（金）

までに、生涯学習人権課へお申し込みください。
※候補者の決定は、 11月下旬に予定していますが、審

査の状況によっては変更になる場合があります。な
お、候補者が指定管理者となるには、議会の議決
が必要です。

■問い合わせ
　当施設に関する事…生涯学習人権課 ☎686・8807
　制度全般に関する事…市役所財政課 ☎684・1444

公の施設の指定管理者を募集

■国際交流員龍
りゅう

 騰
とうこう

蛟さん

中国・張家界市の魅力を学ぼう！
　本市の友好交流都市である張

ちょう

家
か

界
かい

市を、同市出身の龍国際交流員
が写真などを使って紹介します。
　張家界市は、ユネスコの世界
自然遺産に登録されている「武

ぶ

陵
りょう

源
げん

自然風景区」を有しており、魅
力あふれる観光地です。

【とき／内容】　※各日午前10時～11時
９月４日（火）／湖南省・湘

しょう

西
せい

・張家界市の概要紹介
９月18日（火）／武陵源自然風景区、天門山紹介
10月２日（火）／魅力的な少数民族文化
10月16日（火）／民族舞踊と歌
10月30日（火）／おすすめの張家界の料理

【と　こ　ろ】　市役所経済棟２階会議室
【受　講　料】　無料
【申し込み】　８月17日（金）までに、観光振興課（☎684・
1453／FAX684・1339／Eメール：kankoshinko@city
.naruto.lg.jp）へ。 ※申込者多数の場合は抽選
問 市役所観光振興課　☎684・1453　
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　　　　　　撫養小学校で７月５日、防犯ホイッスル
贈呈式が鳴門市防犯協会主催で行われ、児童らの防犯
に対する意識を高めてもらおうと、ホイッスルなどを配布
しました。吹くと大きな音がし、周りに危険を知らせるこ
とができるこのホイッスルには「いかのおすし※」と書かれ
ています。また、同協会では同校を除く市内全小学校の
１年生にも同様にホイッスルを贈っています。
※いかのおすしとは？
　「いか」…いかない（知らない人について行かない）
　「の」…のらない（知らない人の車に乗らない）
　「お」…おおごえをだす　　
　「す」…すぐにげる
　「し」…しらせる（何かあったら大人に知らせる）

シルバー楽々クッキング教室

「いかのおすし」で身を守る？

■配られたホイッスルを一斉に吹く児童ら

　
　
　
　
　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
福
永
家
住
宅
が
７
月
15
日
に
一

般
公
開
さ
れ
、
約
４
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
、
大
正
と
、
鳴
門

福
永
家
住
宅
を
一
般
公
開の

一
大
産
業
と
な
っ
た
製

塩
業
を
営
ん
で
い
た
同
住

宅
は
、
入
浜
塩
田
と
製
塩

作
業
場
・
住
居
が
一
帯
と

な
っ
て
残
る
全
国
唯
一
の

製
塩
施
設
で
す
。

　
当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
に
よ
る
塩
づ
く
り

の
歴
史
や
建
物
の
解
説
、

ま
た
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る「
鳴
ち
ゅ
る
う

ど
ん
」の
お
接
待
、
市
内
の

地
場
産
品
や
野
菜
の
販
売

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

■住宅内部を見学する参加者ら

少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
活
動
開
始
式

　
　
　
　
　
７
月
６
日
、
鳴
門
西
小
学

校
で
う
ず
し
お
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

が
、
今
年
度
の
活
動
開
始
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
同
小
学
校
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

「
う
ず
し
お
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
」に

６
年
生
が
参
加
し
て
お
り
、
今
年
も
６

年
生
が「
活
動
開
始
式
」に
参
加
。
開
始

式
で
は
、
地
元
有
志
か
ら
提
供
さ
れ
た

「
ク
ラ
ブ
旗
」が
引
き
継
が
れ
、
ま
た
、

ク
ラ
ブ
代
表
児
童
に
よ
る
力
強
い「
決

意
の
言
葉
」の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
員
で
あ
る
少
年
少
女
た
ち
は
、

日
頃
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
防
火
・
防

災
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

■活動服一式を受け取る児童ら

　　　　　７月20日、里浦公民館でシルバー楽々クッ
キング教室が行われました。
　この日のレシピは、身近な食材や旬の食材を使って
おり、じゃこごはん・魚の生姜焼き・オクラの梅和え・
卵のスープ・水ようかんでした。参加者は慣れないレ
シピに悪戦苦闘しながらも、助け合いながら調理を楽
しんでいました。
　このクッキング教室では栄養士の先生の指導のも
と、低栄養状態とならないよう、バランスの取れた食
事を作っています。

■講師に教わりながら調理を行う参加者ら

市
民
ガ
イ
ド
２
０
１
２

　
平
成
22
年
に
官
民
協
働
で
発

刊
し
た
市
民
ガ
イ
ド
２
０
１
０

の
内
容
を
見
直
し
、こ
の
た
び
、

「
な
る
と
市
民
ガ
イ
ド
２
０
１

２
」を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

市
民
ガ
イ
ド
の
印
刷
製
本
、

配
布
に
係
る
経
費
は
掲
載
す
る

広
告
料
で
賄
い
、
市
内
全
世
帯

と
転
入
者
に
も
無
料
配
布
さ
れ

ま
す
。
７
月
中
に
市
内
全
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
が
、
届
い
て

い
な
い
方
は
市
役
所
秘
書
広
報

課（
☎
６
８
４･

１
１
１
８
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
の
大
西
英
男

さ
ん（
北
灘
町
大
須
）が
紺

綬
褒
章
を
受
章
し
、
７
月

10
日
に
県
庁
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
西
さ
ん
は
、
ふ
る
さ

と
振
興
の
た
め
市
に
私
財

を
寄
付
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

※
紺
綬
褒
章
：
公
益
の

た
め
に
私
財
を
寄
付
し

た
功
績
あ
る
方
に
授
与

さ
れ
る
褒
賞

紺こ
ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う

を
受
章

16平成24年８月号 16



す
。
一
時
は
絶
滅
し
か
か
っ
て

い
ま
し
た
が
20
数
年
前
に
市
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た

の
地
道
な
努
力
の
お
か
げ
で
復

活
し
、
市
内
各
地
で
か
わ
い
い

花
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
７
月
１
日
か
ら
29
日
ま

で
市
内
各
所
の
観
賞
ポ
イ
ン
ト
で

ハ
マ
ボ
ウ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
６
日
に
は
堀
江
北
小
学
校
前

で
、
15
日
に
は
粟
田
仲
良
し
公
園

と
木
津
神
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
場

で
接
待
所
が
設
け
ら
れ
、飲
み
物
、

コ
ス
モ
ス
の
種
の
配
布
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
花
で
あ
る
ハ
マ
ボ
ウ
は
海

岸
付
近
に
自
生
す
る
ア
オ
イ
科
の

落
葉
低
木
。
７
月
頃
、
鮮
や
か
な

黄
色
い
花
が
１
日
だ
け
開
き
ま

ハ
マ
ボ
ウ
祭
り

　

７
月
16
日
、
板
東
小
学
校
で「
第
１

回
板
東
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
平
成
23

年
９
月
に
地
元
ク
ラ
ブ
と
し
て
産
声
を

あ
げ
た「
板
東
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」

主
催
で
行
わ
れ
、
全
13
チ
ー
ム
計
39
人

が
参
加
し
、
白
熱
し
た
勝
負
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
屋
内
で
行
う
カ
ー

リ
ン
グ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
多
く
の
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
方

が
勝
ち
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
ル
ー
ル

で
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
年
齢・

性
別
・
体
力
に
関
係
な
く
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。

　

設
立
当
初
15
人
だ
っ
た
会
員
数
は
、

現
在
35
人
ま
で
増
え
、
同
ク
ラ
ブ
の
中な

か

会
長
は「
今
後
も
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
通

し
て
、
健
康
増
進
や
地
域
の
結
び
付

き
を
強
め
る
事
な
ど
を
目
的
に
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

第１回カローリング交流大会

■粟田仲良し公園接待所の模様■講師の言葉に耳を傾ける参加者ら

　　　　 ７月19日、市共済会館で「エコノミックガー
デニング」の国内第一人者、拓殖大学政経学部の山

や ま

本
も と

尚
た か

史
し

教授による講演会を開催しました。
　「エコノミックガーデニング」とは、企業家精神あふ
れる地元の中小企業が活躍できる環境をつくり、地域
経済を活性化させるという政策で、山本教授からは、
その歴史や手法、地域内連携の必要性、今後の展開な
どの説明がありました。参加した地元の事業者ら約40
人は、その話に真剣に耳を傾けていました。
　市では、今年度から

「エコノミックガーデニ
ング」に取り組んでお
り、市民や中小企業の
皆さんの理解を深めて
もらうため、今後も講
演会などを開催してい
きます。

エコノミックガーデニング講演会

■真剣な眼差しでポイントゾーンを狙う参加者ら

■内容　
○「とくしまマルシェ」　とくしまマルシェの出店農家も立ち並ぶ市場
○「キッズキッチンパーク」　食育をテーマに、買い物から調理までの体験コーナー
○「プレイパーク」（４～１３歳対象　子供１人５００円）
　◇大型エア遊具（ウォータースライダー、アスレチックなど）
　※水にぬれてもいい服装、着替えなどが必要です
　※保護者１人同伴してください。保護者の方、先着１００人に入場券、指定席券、
　　食事券が付いた全国ボートレース場招待チケット（１６００円相当）をプレゼント
　◇ミニフットサルやバスケットボールなどボールを使って遊ぶコーナー
■問い合わせ先　ボートレース鳴門　競艇企画管理課（☎６８５・８１１１）へ。

ボートレース鳴門に、遊ぶ楽しみと食べる楽しみを
い～っぱい詰めた「プーダパーク」がやってくる！鳴 門 の 夏は

遊 び ドキッ
！ ■日時　

８月　４日（土）、　　 ５日（日）　午前10時〜午後４時
９月２２日（土・祝）、２３日（日）　午前10時〜午後４時

（小雨決行、荒天時中止）
■場所　ボートレース鳴門　駐車場内

■とくしまマルシェの模様

■ウォータースライダー
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【
申
し
込
み
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０・９
６
７
９
５
１

【
問
】徳
島
北
年
金
事
務
所 

☎
６
５
５・０
９
２
０

住
所
が
変
わ
っ
て
も
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
継
続
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
詳
し
く
は
市
役
所
市
民
課（
☎
６
８
４

・
１
１
３
５
）ま
た
は
、
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
か
ら
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
の
期
間
の
あ
る
方
は
、
お

申
し
込
み
に
よ
り
、
10
月
か
ら
平
成
27

年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
が
、
過
去
２
年
か
ら
10
年
に
延
長

（
後
納
制
度
）さ
れ
ま
す
。

◆
後
納
制
度
の
お
知
ら
せ
の
発
送

【
送
付
対
象
者
】

・
60
歳
以
上
で
対
象
期
間
を
有
す
る
者

・
50
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
平
成
14
年

10
月
か
ら
12
月
ま
で
に
対
象
期
間
を
有

す
る
者

【
送
付
日
】７
月
31
日
～
８
月
28
日

【
問
】市
役
所
市
民
課 
☎
６
８
４･

１
１
３
８

国
民
年
金
の
一
括
前
納
と

　
　
　
　
　
　
口
座
振
替
で
割
引

　
国
民
年
金
保
険
料
を
一
括
前
納
す
る

と
割
引
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
一
括
前

納
を
口
座
振
替
に
す
る
と
、
割
引
額
は

さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
下
期（
10

月
～
３
月
）の
口
座
振
替
を
希
望
す
る

方
は
８
月
末
ま
で
に
徳
島
北
年
金
事
務

所
必
着
と
な
る
よ
う
に
各
金
融
機
関
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
】市
役
所
市
民
課 

☎
６
８
４・１
１
３
８

生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

～
生
ご
み
の
水
切
り
ア
イ
デ
ア
～

◇
ス
イ
カ
の
皮
な
ど
は
、
細
か
く
切
っ

て
一
晩
置
き
、
自
然
に
水
を
切
っ
た
後

で
、
ご
み
出
し
す
る
前
に
再
度
水
切
り

を
す
る
と
水
分
が
よ
く
絞
れ
ま
す
。

◇
レ
ジ
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
用
す
る

と
生
ご
み
の
水
分
が
残
っ
た
ま
ま
に
な
り

ま
す
の
で
、
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
対

策
課　
☎
６
８
３・７
５
７
３

講
座・教
室・試
験
な
ど

旬
の
魚
の
捌さ

ば

き
方
教
室 

参
加
者
募
集
！

旬
の
魚
を
自
分
で
捌
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
と

き
】８
月
25
日（
土
）午
前
９
時
30

分
～
正
午

【
と
こ
ろ
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
募
集
人
数
】定
員
30
人（
先
着
順
）

【
材
料
費
】１
５
０
０
円

【
準
備
物
】良
く
切
れ
る
包
丁
、
エ
プ
ロ

ン
、
ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装

【
問
・
申
し
込
み
】８
月
１
日（
水
）～
21

日（
火
）に
市
役
所
農
林
水

産
課（
☎
６
８
４・１
１
５

２
）へ
電
話
、
も
し
く
は

電
子
申
請（
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
内
）で
。

日
本
初
演「
鳴
門
の
第
九
」を
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

鳴
門
が
世
界
に
誇
る「
第
九
」合
唱

（
ド
イ
ツ
語
発
音
）を
、
基
礎
か
ら
学
べ

生
活（
暮
ら
し
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
ベ
ビ
ー
カ
ー 

◆
三
味
線

ゆ
ず
り
ま
す

◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド（
無
料
）

【
問
】市
消
費
者
協
会

☎
６
８
６･
３
７
７
６

無
料
法
務
相
談

【
と
き
／
と
こ
ろ
】８
月
20
日（
月
）午
後

２
時
～
５
時　
※
事
前
予
約
制
／
市
役

所
１
階
市
民
相
談
室
・
会
議
室

【
内

容
】暮
ら
し
の
法
務
相
談
全
般

【
問
】四
国
市
民
法
務
サ
ポ
ー
ト　
森
江

☎
０
９
０･

９
６
９
４･

３
０
３
１
／
吉

田　
☎
０
９
０･

７
９
７
１･

７
５
９
１

若
者
の
就
労
相
談
会（
無
料
・
予
約
制
）

【
と
き
】８
月
23
日（
木
）午
後
１
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
経
済
棟
２
階
会
議
室

【
問
】と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン　
☎
６
０
２･

０
５
５
３

出
張
年
金
相
談

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年

金
に
関
す
る「
社
会
保
険

労
務
士
の
無
料
相
談（
予
約
制
）」を
開

催
し
ま
す
。

【
と

き
】８
月
21
日（
火
）午
前
10
時
～

午
後
３
時　
※
次
回
は
９
月
20
日（
木
）

【
と
こ
ろ
】共
済
会
館
３
階
小
会
議
室

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 ８月10日㈮ 午後１時〜４時 市役所本庁１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 ８月17日㈮ 午後１時30分〜４時30分 市役所本庁１階市民相談室 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

成年後見制度相談 ８月22日㈬ 午後１時30分〜３時30分（基本予約） 市役所本庁１階会議室 長　寿　介　護　課（☎684・1175）

女 性 相 談 月～金曜　午前８時30分～午後５時 女性子ども支援センター 女 性 子 ど も 支 援 セ ン タ ー
（☎684・1413）８月１日㈬、８月29日㈬午後１時〜４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月～金曜（祝日、年末年始は休み）午後１時～６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無 料 相 談

徳島ヴォルティス（ポカリスエットスタジアム日程）
８月５日（日）18：30～　対　大分トリニータ
８月22日（水）19：00～　対　湘南ベルマーレ
９月２日（日）18：30～　対　モンテディオ山形

【問】徳島ヴォルティス ☎672･7339

徳島インディゴソックス（オロナミンC球場日程）
８月30日（木）18:00～　対　香川オリーブガイナーズ

【問】徳島インディゴソックス ☎679･8915

８月第一土曜日より印鑑登録の受付ができるようになりました。
◆8月開庁日 8月4日（土）午前8時30分～午後0時30分

【取り扱い業務】戸籍謄抄本・除籍謄抄本交付、住民票の写
しなど交付、印鑑登録証明書交付、印鑑登録業務
※住所の異動はできませんので、ご注意ください。

【問】市役所市民課　☎684･1135

第一土曜日市民課開設のお知らせ
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会
計
基
礎
を
学
ぶ
！ 

訓
練
生
募
集

　
簿
記
の
基
礎
能
力
と
パ
ソ
コ
ン
で
の

活
用
技
術
を
身
に
付
け
、
自
己
実
現
を

志
す
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
訓
練
期
間
】９
月
10
日（
月
）～
12
月
７

日（
金
）　
午
前
10
時
10
分
～
午
後
４
時

50
分　
※
原
則
、
土
・
日
・
祝
祭
日
を

休
講
日
と
し
ま
す
が
、
業
務
内
容
な
ど

に
よ
り
休
日
受
講
・
平
日
代
休
と
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
訓
練
実
施
施
設
】Ｊ
Ｃ
Ｉ
鳴
門
Ｕ
Ｐ
セ

ン
タ
ー（
キ
ョ
ー
エ
イ
堀
江
店
東
側
）

【
訓
練
対
象
者
の
条
件
】パ
ソ
コ
ン
で
文

字
入
力
が
で
き
る
こ
と

【
定
員
／
受
講
料
】10
人
／
無
料（
教
材

費
１
万
１
０
８
０
円
別
途
必
要
）

【
募
集
締
切
】８
月
10
日（
金
）

【
選
考
日
時
】８
月
20
日（
月
）午
後
１
時

30
分
か
ら

【
選
考
方
法
／
持
ち
物
】面
接
・
筆
記
試

験
／
筆
記
用
具

【
問・申
し
込
み・選
考
会
場
】大
麻
町
池

谷
字
丸
池
29

−

３  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｃ

Ｉ
・
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
☎
／
FAX
６
８
３・５
１
０
１
）ま
で
。

催
し

南
海
病
院 

納
涼
祭

【
と

き
】８
月
10
日（
金
）午
後
５
時
45

分
～
８
時

【
と
こ
ろ
】南
海
病
院  

玄
関
周
辺

【
内

容
】▼
か
も
め
連
・
鳴
西
連
に
よ

る
阿
波
踊
り
▼
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
あ

げ
た
こ
焼
き
、
焼
き
そ
ば
、
か
き
氷
な

ど
の
模
擬
店（
商
品
が
無
く
な
り
次
第

る
だ
け
で
な
く
、教
養
講
座
と
し
て「
第

九
」日
本
初
演
に
つ
い
て
の
歴
史
な
ど

も
学
べ
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

【
と

き
】９
月
か
ら
月
１
回
開
催（
計

６
回
）※
受
講
料
無
料

【
問
・
申
し
込
み
】８
月
24
日（
金
）ま
で

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
門「
第
九
」を
歌
う
会

事
務
局（
６
８
６・９
９
９
９
）ま
で
。

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

●
手
す
き
は
が
き
教
室

　
手
す
き
は
が
き
作
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】８
月
８
日（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

【
募

集
】10
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】牛
乳
パ
ッ
ク
３
枚
、
タ
オ
ル

３
枚
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
１
枚

●
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　
思
い
出
の
布
で「
ち
ょ
っ
と
大
き
な

バ
ッ
グ
」を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
と

き
】８
月
30
日（
木
）、
９
月
６
日

（
木
）　
午
前
10
時
～
正
午

【
募

集
】15
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】縫
い
や
す
い
布（
表
布
：
100

㌢
×
100
㌢ 

１
枚［
ま
た
は
ハ
ン
カ
チ
大

布
４
枚
］、
裏
布
：
80
㌢
×
80
㌢ 

１

枚
）、
接
着
キ
ル
ト
芯（
80
㌢
×
80
㌢ 

１
枚
）、
フ
ァ
ス
ナ
ー（
30
㌢
２
本
、 

26

㌢
１
本
）、 

裁
縫
道
具（
針
、
糸
、
は
さ

み
、
筆
記
用
具
な
ど
） 

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３
階

環
境
学
習
館

【
問
・
申
し
込
み
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

環
境
学
習
館　
☎
６
８
３・７
５
６
８

閉
店
し
ま
す
。）

※
雨
天
の
場
合
は
南
海
病
院
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】南
海
病
院  

☎
６
８
７・０
３
１
１

小
鳴
門
荘「
夏
ま
つ
り
」

【
と

き
】８
月
４
日（
土
）

午
後
５
時
～
７
時

【
と
こ
ろ
】小
鳴
門
荘（
瀬
戸
町
明
神
）

【
内

容
】▼
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
▼
阿
波

踊
り（
娯
茶
平
連
）▼
た
こ
焼
き
・
か
き

氷
な
ど
の
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
や
抽
選
会

※
雨
天
時
は
施
設
内
で
開
催

【
問
】小
鳴
門
荘　
☎
６
８
８・０
１
８
０

鳴
門
町
・
写
真
愛
好
家
・
写
真
展
in

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
と

き
】８
月
５
日（
日
）～
26
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
火
曜
休
館
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
事
務
所

☎
６
８
３・６
５
５
６

生
き
物
い
っ
ぱ
い「
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ

池
づ
く
り
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
暮
ら
せ
て
、
み

ん
な
で
観
察
で
き
る「
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池

づ
く
り
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
３
回
予
定
）を

行
い
ま
す
。
親
子
で
参
加
し
て
み
ん
な
の

力
で
池
づ
く
り
を
やって
み
ま
せ
ん
か
？

【
開
催
日
時
】第
１
回　
生
き
物
調
べ
：

池
周
辺
の
昆
虫
・
貝
類
と
水
生
生
物
の

観
察
会　
８
月
19
日（
日
）午
前
９
時
30

分
～
正
午
ま
で（
予
定
）※
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
集
合

　放送チャンネル・時間はリビング鳴門の番組表をご覧ください。
テレビ広報なると
▶８月20日まで　鳴門市公設地方卸売市場の紹介　▶８月21日から　高齢者体力向上教室
鳴門ビデオボランティア制作番組
▶８月20日まで
①鳴門の花火／杉原勲（徳島市）
②お接待／豊田三郎（板東）

▶８月21日から
①鳴門文学碑巡り　堀江編／豊田三郎（板東）
②木沢の三滝めぐり／杉原勲（徳島市）

市民チャンネル番組ガイド

【
募
集
内
容
】小
学
生
の
親
子
30
組
程
度

（
必
ず
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

【
申
込
期
間
】８
月
１
日（
水
）～
17
日

（
金
）※
応
募
多
数
の
場
合
、
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
参
加
費
】無
料

【
持
ち
物
】虫
取
り
網
、カ
ゴ
、

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
、
帽
子
、

飲
み
物

【
問
・
申
し
込
み
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

環
境
学
習
館 

☎
６
８
３・７
５
６
８

新
池
川
の
浄
化
活
動
参
加
者
募
集

　
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
に
よ
る
新
池
川
の
浄
化

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】８
月
19
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

【
集
合
場
所
】鳴
門
警
察
署
西
側
広
場

※
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
５
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
か

き
氷
や
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
、
カ
ヌ
ー

体
験
も
で
き
ま
す
。

【
問
】新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会　
乾

☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

交
通
エ
コ
ラ
イ
フ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
と
き
／
と
こ
ろ
】８
月
26
日（
日
）午
前

10
時
～
午
後
３
時
／
徳
島
こ
ど
も
交
通

公
園（
徳
島
市
南
内
町
１
丁
目
４
）

【
内

容
】ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
体
験
乗

車
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
バ
ス
で
撮
影
会
、

バ
ス
の
車
体
に
お
絵
か
き
体
験
な
ど

※
荒
天
時
に
は
中
止
・
変
更
あ
り
。

ま
た
、
９
月
15
日
か
ら
10
月
14
日
は
公

共
交
通
機
関
の
利
用
強
化
期
間
で
す
。

通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
の
際
は
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
】県
交
通
戦
略
課 

☎
６
２
１・２
６
８
６

８月のクリーンセンター業務案内
　お盆期間中（土・日曜日を除く）
は通常業務（ごみ収集・持込受付）
を行います。
　ごみ出しは、必ず分別し、氏名
を記入した市指定ごみ袋に入れ、
決められた収集日の午前８時30分
までに行ってください。

【問】市クリーンセンター　
☎683・7570／FAX683・7579
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催　

し

次じ
ろ
う
ぎ
ゅ
う

郎
笈
ハ
イ
キ
ン
グ（
日
帰
り
）

【
集

合
】８
月
26
日（
日
）午
前
６
時
に

徳
島
北
農
協
撫
養
支
所
前
へ

【
募

集
】20
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】５
千
円
程
度

【
問
・
申
し
込
み
】８
月
18
日（
土
）ま
で

に
鳴
門
岳
友
会  

緒
方
☎

０
９
０・８
６
９
５･

３
３

７
３
へ
。

居
酒
屋
で
気
楽
に
出
会
え
る
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
！

　
市
青
年
連
合
会
で
は
出
会
い
の
場
を

提
供
す
る
た
め
に
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
居
酒
屋
で
気
楽
に
新
た

な
出
会
い
を
求
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
と

き
】９
月
15
日（
土
）　
午
後
６
時

～
８
時
30
分

【
と
こ
ろ
】村
さ
来
鳴
門
店

【
定

員
】22
人（
25
歳
～
45
歳
の
独
身

男
女
）

【
参
加
費
】男
性
４
千
円
、
女
性
２
千
円

【
問
・
申
し
込
み
】ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
ス
・

電
話
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
・
住
所
・
性

別
・
年
齢
・
連
絡
先
を
９
月
１
日（
土
）ま

で
に
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
人
権
課
内

 

鳴
門
市
青
年
連
合
会
事
務
局（
〒
７
７
２

・
０
０
１
１
撫
養
町
大
桑
島
字
濘
岩
浜
８

－

２  

☎
６
８
６・８
８
０
７ 

FAX
６
８
６
・

８
０
０
５
）へ
。

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

明
石
海
峡
大
橋　
海
上
ウ
ォ
ー
ク

　
普
段
は
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
明
石
海

峡
大
橋
の
管
理
用
通
路
を
、
神
戸
・
舞

子
か
ら
淡
路
島
ま
で
歩
い
て
渡
り
ま
す
。

【
と

き
】９
月
29
日（
土
）･

30
日（
日
）

【
募

集
】小
学
４
年
生
以
上
の
方
２
４

０
０
人（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
参
加
費
】２
千
円（
中
学
生
以
下
は
千
円
）

【
応
募
方
法
】８
月
17
日（
金
）ま
で
に
往

復
は
が
き（
必
着
）ま
た
は
淡
路
島
く

に
う
み
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.kunium

i.or.jp/

）に
て
。

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
案
内
設
置
の
募

集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】㈶
淡
路
島
く
に
う
み
協
会　

☎
０
７
９
９･

２
２･

６
０
０
０

募　

集

ド
イ
ツ
語
・
英
語
の
通
訳
を
募
集

　

市
で
は
、
10
月
11
日（
木
）～
15
日

（
月
）ま
で
ド
イ
ツ
の
姉
妹
都
市
リ
ュ
ー

ネ
ブ
ル
ク
市
か
ら
19
回
目
の
親
善
使
節

団
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ド
イ
ツ
語
ま

た
は
英
語
で
使
節
団
滞
在
中
の
通
訳
が

で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
市

役
所
文
化
交
流
推
進
課（
☎

６
８
４・１
１
５
０
）ま
で
。

嘱
託
職
員
募
集

【
業
務
内
容
】介
護
保
険
申
請
に
係
る
要

介
護
認
定
調
査
業
務（
募
集
１
人
）

【
応
募
資
格
】次
の
要
件
を
と
も
に
満
た

す
方
①
保
健
師
、
正
看
護
師
、
介
護
支

援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
②
普
通
自
動
車

運
転
免
許（
Ａ
Ｔ
可
）

【
雇
用
期
間
】平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

【
賃

金
】月
額
18
万
３
千
８
０
０
円

【
社
会
保
険
】雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、

厚
生
年
金

【
問
・
申
し
込
み
】市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）と
資
格
証
・
免
許
の
写
し
を

添
付
の
上
、
市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎

６
８
４・１
１
９
２
）へ
。

市
立
保
育
所
臨
時
保
育
士
募
集

【
募
集
人
数
】２
人
程
度

【
応
募
資
格
】保
育
士
証
を

持
ち
、
勤
務
場
所
に
通
勤

可
能
な
方

【
雇
用
期
間
】９
月
１
日
～

平
成
25
年
２
月
28
日（
３
月
28
日
ま
で
更

新
の
場
合
あ
り
）

【
賃

金
】日
額
７
千
円

【
問
・
申
し
込
み
】市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）と
保
育
士
証
の
写
し
を
８
月

20
日（
月
）ま
で
に
、
市
役
所
子
ど
も
い

き
い
き
課（
☎
６
８
４・１
６
７
９
）へ
。

※
面
接
日
な
ど
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

な
り
ま
せ
ん
か「
自
衛
官
」

【
種

目
】①
自
衛
官
候
補
生
＝
18
歳
以

上
27
歳
未
満
②
一
般
曹
候
補
生
＝
18
歳

以
上
27
歳
未
満
③
航
空
学
生
＝
高
卒

（
見
込
み
含
む
）21
歳
未
満

【
申
し
込
み
】９
月
７
日（
金
）ま
で
に
鳴

門
地
域
事
務
所（
☎
６
８
５･

５
３
０
６
）

へ
。
※
①
の
男
子
は
年
間
通
じ
て
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

　
県
か
ら
発
信
さ
れ
る
消
費
者
情
報
を

周
り
の
消
費
者（
家
族
、
友
人
、
近
所

や
職
場
な
ど
）に
広
め
た
り
、
周
り
の

消
費
者
の
相
談
を
県
消
費
者
情
報
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
ぐ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
18
歳
以
上
の
方
と
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
】徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
２
３・０
６
１
２
）ま
で
。
休
所
日

（
水
・
祝
・
年
末
年
始
） http://w

w
w

.
pref.tokushim

a.jp/shohi/

海
の
緊
急
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
津
波
そ
の
他
気
象
や
海
象
の
警
報
・

注
意
報
に
つ
い
て
、
気
象
庁
か
ら
発
表

が
あ
っ
た
と
き
、
海
上
保
安
庁
が
、
あ

な
た
の
携
帯
電
話
な
ど
に「
海
の
緊
急

情
報
」と
し
て
、
そ
の
情
報
を
緊
急
配

信（
メ
ー
ル
）し
ま
す
。

【
登
録
方
法
】携
帯
電
話
か
ら
次
の
ア
ド

レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
、
表
示
さ
れ
る
画

面
に
従
っ
て
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
7.kaiho.m

lit.go.jp/
m

icsm
ail/reg/touroku.htm

l 

【
問
】徳
島
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
０
８
８
５・３
２・０
４
３
１

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し
※
入
場
無
料

写
真
で
振
り
返
る

鳴
門
の
阿
波
お
ど
り
60
年

　
詳
し
く
は
Ｐ
６
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

魔
法
の
天
使 

ク
リ
ィ
ミ
ー
マ
ミ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　
詳
し
く
は
Ｐ
６
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

映
画
ポ
ス
タ
ー
に
み
る
渥
美  

清

～
男
は
つ
ら
い
よ  

フ
ー
テ
ン
の
寅
～

【
と

き
】８
月
18
日（
土
）～
26
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

【
問
】鳴
門
セ
ン
タ
ー
街 

☎
６
８
５・３
５
４
３

団地名 階 家賃（所得に応じて） 構造 間取り 
明神第２ １ 16,700～24,800 ４階建 ３DK・57．7㎡ 
矢 倉 Ａ １ 9,600～14,300 ４階建 ３DK・40．2㎡ 
矢 倉 Ｃ ２ 10,200～15,100 ４階建 ３DK・40．7㎡ 
矢 倉 Ｊ ４ 8,800～13,200 ４階建 ２DK・37．5㎡ 

優先住宅
立岩第２ １ 19,400～28,800 平屋 ３LDK・74．9㎡
川崎第２ １ 18,600～27,800 平屋 ３LDK・79．4㎡ 

※入居は10月1日（月）から※矢倉団地には駐車場がありません。
※矢倉団地Jは単身入居可（条件あり）。※立岩第２･川崎第２はバリ
アフリー化しており、身体障害者手帳１･２級を所持している方を含む
世帯が対象です。※受付および抽選時にいない場合は無効となります。

（時間厳守）
詳しくは、市役所まちづくり課住宅担当（☎684･1162 ／FAX684 ･1
343）までお問い合わせください。

市営住宅の入居者募集
受付日　８月13日（月）・14日（火）
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図
書
館

 

【
催

し
】平
和
・
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展

【
と
き
／
と
こ
ろ
】８
月
７
日（
火
）～
12

日（
日
）※
初
日
は
午
前
10
時
か
ら
、
最

終
日
は
午
後
４
時
ま
で
／
３
階
展
示
室

【
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
展
示
】「
平
和
へ
の
願
い
」

【
特
別
コ
ー
ナ
ー
】◆
一
般
室　
「
新
田

次
郎
生
誕
１
０
０
周
年
、
平
和
へ
の
願

い
」◆
子
ど
も
室　
「
自
由
研
究
に
関
す

る
本
、
平
和
へ
の
願
い
」

８
月
の
休
館
日　
▼
６
日（
月
）▼
13
日

（
月
）▼
20
日（
月
）▼
27
日 

（
月
）▼
31

日（
金･

館
内
整
理
日
） 

【
問
】市
立
図
書
館 

☎
６ 

８ 

５ ･

０
２

５
５
／
FAX
６
８
６･

６
５
８
９

BOAT RACE鳴門
【ボートレース鳴門開催】
●８月10日（金）〜15日（水）
　第47回渦王杯
●８月21日（火）〜26日（日）
　ボートピア土佐開設16周年記念
【場外発売】
●８月21日（火）〜26日（日）
　SG 桐生MB記念

今月の納期
市・県民税　　　　第２期
国民健康保険料　　第３期
介護保険料　　　　第３期
後期高齢者医療保険料　第１期
８月31日（金）までに市役所税務
課、保険課または指定金融機関で
納めてください。

まちづくり出前市長室
　市長が、市内の各地域を訪問し自由な雰囲気の中
で、市民の皆さんの意見を聞かせていただくとともに、
市長の考え方や市の取り組みなどについて話し合う

「まちづくり出前市長室」を順次、開催しています。
　地域ごとの課題などについて意見交換を行います。
多くの方のご参加をお待ちしています。
鳴門東地区

【と　き】 ８月18日(土) 午前10時～正午
【ところ】 鳴門東コミュニティセンター
【問】 市役所市民協働推進課　☎684･1189

定例市議会
　５月31日から７月13日までの44日間の会期で第
２回定例会が開かれました。市長提案の条例の改
正など10議案、人事案件１件について、それぞれ
審議され、原案どおり承認・可決・同意されました。

【市乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部改正】
　平成24年10月１日より、医療費の助成対象年齢
を現行の小学校３年生修了までから小学校修了ま
でに拡大することとしました。

平成24年　第２回

　鳴門市納涼花火大会・阿波おどりの思い出写真を募
集します。友達や家族、カップルなど、市民の皆さん
の楽しんでいる姿や表情の写った写真を送ってくださ
い。携帯で撮ってその場で送ってもOK。広報９月号に
掲載を予定しています。

【応募方法】市役所秘書広報課（Eメールkohonrt@city.
naruto.lg.jp ／☎684･1118）へメールで、住所･氏名･
電話番号･写真のタイトルを記載し、３ＭＢ以内のデー
タで８月17日(金)までに送ってください。※詳しくは市
公式ウェブサイト｢新着情報｣をご覧ください。

あなたの｢夏の思い出｣写真を広報なるとに

◆３日（金）９:00～17:00
◆４日（土）９:00～17:00
◆５日（日）９:00～17:00
◆６日（月）９:00～17:00

◆７日（火）９:00～23:00
◆８日（水）９:00～22:00
◆19日（日）９:00～17:00
◆31日（金）９:00～17:00

市文化会館　８月の駐車制限日程

鳴門看護専門学校オープンキャンパス
【と　き】８月21日（火）・24日（金）
午後１時20分～４時（受付は午後０時30分から）

【ところ】健康保険鳴門看護専門学校
【対　象】高校生および社会人も参加可
【内　容】看護技術体験、学校見学
【問・申し込み】８月14日（火）までに氏名・住所・
年齢・性別・連絡先をご記入の上、FAXで同校（☎68
6・4417／FAX686・5447）へ。※高校生は各校でまと
めてください。

第65回鳴門市展作品募集

【期　　間】 10月６日（土）～23日（火）
【会　　場】 キョーエイ鳴門駅前店４階催し会場
【出品資格】 市内在住･在勤の方、または市内に所在す
る文化団体の構成員であり、原則として18歳以上の方。

【出品規定】 市内において未発表のもので各部門1人1点
【申し込み】 ８月31日（金）までに住所･氏名･電話番号･
題名･大きさを記入して各部門の責任者へ

【各部門の責任者（申込先）】
◎日本画＝村澤久豊（☎686・9623）
◎押し花＝戸井咲子（☎686・4894）
◎洋画・版画・切り絵＝戸田あさお（☎686・2254）
◎木

で こ

偶＝佐藤善子（☎686・5320）
◎水彩画＝今田守昭（☎686・2354）
◎アートフラワー＝山口光子（☎678・5233）
◎俳画＝大西一騎（☎685・2055）
◎紙粘土＝吉兼久二子（☎685・9248）
◎絵手紙＝岩本佐和子（☎685・5230）
◎３Ｄ・トールペイント＝富永ゆかり（☎685・4719）
◎写真＝前田正教（☎686・3439）
◎手編み・手芸＝村沢裕子（☎688・1877）
◎書道＝近藤幸祐（☎689・0250）
◎ガラス工芸＝長尾敏子（☎685・3694）
◎陶芸＝吉田晃子（☎699・2385）
◎フラワーデザイン＝萬玉桂子（☎689・2913）
◎華道＝半井美紀子（☎685・3076）
◎ファッション＝三原京子（☎686・3615）
◎染色画＝中川  存（☎687・2008）
◎染色＝藤澤千代子（☎686・1340）
◎拓本＝高島俊裕（☎686・7382）
◎佛像彫刻＝岩朝哲男（☎686・3371）
◎その他の作品＝文化協会事務局（☎684・1214）

　平成24年度鳴門市芸術祭「第65回鳴門市展」を次のと
おり開催します。皆さんの力作をご出品ください。

　市内大津町大代にある「大代古墳」に関する展示会を行
います。発掘調査で見つかった長さ約３㍍もある石棺の
実物大レプリカや現地のジオラマのほか、市内にある主
要な古墳についても展示・紹介を行います。

【と　き】８月１日（水）～31日（金）※土・日は閉館
【ところ】市教育委員会１階ロビー
【問】市教育委員会生涯学習人権課 ☎686・8807

「大代古墳」展示会
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歯周病検診を受けましょう !!
～いつまでも歯を大切にしましょう～

平成 24 年度  胃がん検診のご案内

　「歯周病」とは口の中の細菌の感染によって歯肉炎が
起きる病気です。最近では、生活習慣病との関係が注
目されています。放置すると、糖尿病が悪化したり、
血糖値のコントロールが悪くなったりすることから、
網膜症、腎症、神経障害、心筋梗塞、脳梗塞に次いで、「第
６番目の合併症」といわれています。
　この機会に歯周病検診を受け、早期発見、早期治療
に努めましょう。
　検診は事前に、健康づくり課へお申し込みください。

【対　象　者】　鳴門市に住民登録されている方で、平成
24年度中に40歳、 50歳、 60歳を迎える方

40歳 昭和47年４月２日〜昭和48年４月１日
50歳 昭和37年４月２日〜昭和38年４月１日
60歳 昭和27年４月２日〜昭和28年４月１日

【医療機関】　鳴門市内の歯科医院
【検診期間】　６月～12月末
【検診内容】　問診・口腔内の診察、歯周ポケットの測
　　　　　　定など

【自己負担金】　500円
※ただし、対象年齢で生活保護に属する方、また、市

民税（平成24年度）非課税世帯に属する方は無料で
す。免除申請が必要になりますので、事前にお申し
出ください。

【申し込み方法】
　電話・ファクス・Ｅメールのいず
れかの方法で市役所健康づくり課ま
でお申し込みください。

　早期発見のために、忘れずに検診を受
けましょう!!

【対象者】
以下の全てに該当される方
●鳴門市に住民登録されている方
●平成24年４月１日以降に鳴門市の実施する健康診査
を受けていない方
●平成25年３月31日を基準日として、40歳以上の方
　下記の条件に該当される方は無料です。②③④に該
当する方は健康づくり課へご連絡ください。③④の方
については免除申請の手続きが必要です。
①70歳以上の方　②65歳から69歳以下の障がい認定に
よる後期高齢者医療受給者の方　③対象年齢で生活保
護に属する方　④対象年齢で市民税（平成24年度）非課
税世帯に属する方

検診種別 料金

市内医療機関での検診 胃がん 2,900円

※医療機関での胃がん検診は、直接医療機関へお問い
合わせください。

平成24年度 鳴門市胃がん検診実施医療機関

住所 医療機関名 電話番号

撫養町

小 川 病 院 ☎686･2322

勝 良 医 院 ☎686･1216

兼 松 病 院 ☎685･4537

西 條 内 科 ☎686･1235

高 田 内 科 医 院 ☎684･0031

谷 医 院 ☎686･3569

福 田 医 院 ☎686･2561

瀬戸町
北 田 医 院 ☎683･7050

沢 内 科 胃 腸 科 ☎688･0611

大津町 原 田 内 科 ☎685･3351

大麻町
斎 藤 医 院 ☎689･0151

中 西 医 院 ☎689･1508
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市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1446
成人保健担当：☎684・1137
予防接種担当：☎684・1206

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

８月乳幼児健診の日程表
（老人福祉センター 3F）

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間

３ 歳 児 健 診 ８月24日㈮ 平成21年２月生まれ 12:30～13:00

１歳６か月児健診 ８月23日㈭ 平成23年２月生まれ 12:30～13:00

９か月児 健 診
８月２日㈭

平成23年10月生まれ 12:20～12:40

４か月児 健 診 平成24年３月生まれ 13:00～13:20

股関節脱臼検診 ８月17日㈮ 平成24年６月生まれ
平成24年３月生まれ 12:40～13:00

８月４日（土） 8：30～12：30
９月１日（土） 8：30～12：30

お元気ＳＵＮROOM 土曜日の開所日休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜　午後６時～11時
　日曜・祝日　午前９時～午後11時
◎午後11時からは、かかりつけ医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜間当番医の問い合わせはテレホンガイド（☎685・
3322）へ。

担当医院 ところ 科 　目 電話番号

８月５日 森本内科循環器科 木津野 内･循･呼･小･消･皮･理 686･8181

12日 小 川 病 院 南 浜 内･糖尿･リハ 686･2322

19日 鳴門川島クリニック 段 関 内 ･ 呼 ･ 循 683･0810

26日 北 田 医 院 明 神 内･小･泌･リハ 683･7050

９月２日 西 條 内 科 南 浜 内･小･泌･循 686･1235

麻しん風しんの予防接種はお済みですか？
　下記の方は、今年度麻しん風しん予防接種の対象者
となっています。この機会を逃されると公費負担での
接種の機会はありませんので、ご注意ください。（接種
期間を過ぎますと自己負担での接種となります。）
※まだ接種が済んでいない方は、夏休みの間に接種さ

れることをお勧めします。
【対象者】

幼稚園年長相当 平成18年４月２日～平成19年４月１日
中 学 校 １ 年 生 平成11年４月２日～平成12年４月１日
高校３年生相当 平成６年４月２日〜平成７年４月１日

【接種期間】　平成25年３月31日まで

①予防接種を受ける場合は、希望する接種医療機関に
必ずお問い合わせください。市外のかかりつけ医で
接種を受けたい場合は、接種できるかどうか医療機
関にお問い合わせください。（徳島県内の広域化医療
機関に登録している医療機関なら接種可能です。）

②母子健康手帳を紛失した場合は健康づくり課で再交
付しています。予診票を紛失した場合は接種歴の確
認のために必ず母子健康手帳を持って健康づくり課
へ取りにお越しください。

③保護者以外の方が同伴する場合には委任状が必要で
す。（委 任 状 は 鳴 門 市
公式ホームページから
ダウンロードできるほ
か、健康づくり課の窓
口にもあります。）

住　所 医院・病院名 電話番号

撫養町

岩 朝 医 院 ※ ☎685･8855
う が い 医 院 ☎686･2307
勝 良 医 院 ☎686･1216
兼 松 小 児 科 ☎686･2606
かわの内科アレルギー科 ☎683･1355
健 康 保 険 鳴 門 病 院 ☎683･0011
西 條 内 科 ☎686･1235
だいとうレディースクリニック※ ☎683･1588
高 田 内 科 医 院 ☎684･0031
たきファミリークリニック ☎683･1235
谷 医 院 ☎686･3569
福 田 医 院 ☎686･2561
レディースクリニック兼松産婦人科 ☎685･1103
元 木 医 院 ☎685･8282

鳴門町
え だ が わ 小 児 科 ☎687･0930
岡 﨑 内 科 循 環 器 科 ☎687･2720
鳴 門 山 上 病 院 ☎687･1234

瀬戸町
北 田 医 院 ☎683･7050
沢 内 科 胃 腸 科 ☎688･0611

大津町
田口小児科クリニック ☎683･1120
原 田 内 科 ☎685･3351
森 本 内 科 循 環 器 科 ☎686･8181

大麻町

古 林 内 科 ☎689･3366
斎 藤 医 院 ☎689･0151
津 保 整 形 外 科 ☎683･5560
中 西 医 院 ☎689･1508
原 田 医 院 ☎689･2108
板 東 診 療 所 ☎689･1252

※中学校1年生・高校３年生相当のみ接種
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※本誌はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

　戦争で一時中断していた阿波踊りが撫養の町に復
活したのは終戦翌年の昭和21年でした。 20年代か
ら30年代にかけては徳島市と同期間の旧盆に踊って
いました。同30年には市役所前（現在の阿波銀行鳴
門支店前）野外ステージに演舞場（競演場）が設置さ
れていたことが新聞に掲載されています。当時の桟
敷席は板張りにゴザを敷いた簡素なもので300人程
度が座れる広さ。主に旅館の宿泊客やスポンサーの
招待席として利用され、一般客はもっぱら立ったま
ま見物しました。
　同38年には、演舞場は市役所の移転で使用できず、
現在の四国銀行鳴門支店建設地に設置しました。
　演舞場にスタンド式の桟敷席を設置して入場料を
徴収する現在の演舞場スタイルが確立されたのは同
40年からでした。場所は西條内科前の市道南浜木津
線に移り、パイプスタンドは市立工業高校生が製作
したものでした。

  旧市役所前阿波踊り演舞場  昭和33年（1958）

（山下さん）私が阿波踊りを始めた
のは、大鳴門橋が開通した昭和
60年で、当時の連長が友人であ
り、誘われて入ったのがきっかけ
です。連に入ってすぐに大鳴門橋
の開通イベントに参加させてもら
い、橋の上で踊った事が一番の思
い出です。
　孫の杏実は楽しそうに踊る３つ違
いの姉の姿に憧れて、小学１年生の
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太閤連　山
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子さん（写真右）、山
やましな

品  杏
あ み

実さん（写真左）
時に連に入りました。今年がちびっ
子踊りの最後の年であり、６年間
続けてきた練習の成果を発揮できる
ようにと意気込んでいます。
　孫と共通の「阿波おどり」という
趣味を持ち、同じ時間を過ごせる
事に幸せを感じています。孫たち
が踊っている間は、後ろから三味
線の音を届け、一緒に続けていき
たいと思います。

　その後も演舞場は移転が続き、現在の場所に落ち
ついたのは同47年でした。鳴門の阿波踊りは、踊り
連の減少や財政難で運営危機に陥ったこともありま
したが、多くの市民や観光客に親しまれ60年以上に
わたって継承されています。
※「写真で振り返る鳴門の阿波踊り60年」を８月７日～
　12日の期間中、キョーエイ鳴門駅前店で開催します。

昭和を語る一枚の写真②
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